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1

2

3

6166 32 247

41 10 49 1

重点 拡大 維持

0

45

0

26

見直し

0

36

経常

285合　　　計 119

計画策定の趣旨

　令和２年度に策定した利府町総合計画（2021-2030）の基本構想として掲げている
「もっと先へ、チャレンジ利府！～みんなの夢がかなうまち～」を将来像として、
「持続可能なまち」への発展を目指していきます。
　本実施計画は、その将来像の実現に向け、今後３か年に実施する事業についてまと
めたものです。

　計画期間は、令和４年度から令和６年度までの３か年とします。
令和５年度以降の計画は、社会経済情勢や財政状況を踏まえ、毎年度ローリング方式
により見直しを行います。

計画期間

対象事業

　総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画で構成されており、本実施計画では、
基本構想で定めた７つの政策に係る各施策及び施策の展開に基づく具体的な事業のう
ち、政策的な事業及び主要な事業など「主な事業」について掲載しています。

25 8 17 2 23 0

60 19

37

0 31

22 23 6

令和４年度～令和６年度　実施計画推進事業数（再掲事業も含む）

政策７
持続可能な協働のまちづくり

59 35 24 5 52 2

28 9 19 0 28

政策３
子どもたちの笑顔があふれる環境づくり

政策４
活力のある地域産業づくり

政策５
安心・安全に暮らせる環境づくり

政策６
豊かな心を育む生きがいづくり

事業の方向性推進事業数
政　策　分　野

政策１
快適で暮らしやすい生活環境づくり

政策２
健康で支え合える地域福祉づくり

21 16 9 28

3

31 5

1
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① 事業名
各政策・施策を実施していくための実施計画事業名称を記載しています。

② 事業内容
実施計画事業の内容を記載しています。

③ 区分
「重点」重点推進事業、「経常」その他の主要な事業をそれぞれ表します。

④ 推進事業名
実施計画事業を推進する個別の事業名称を記載しています。

⑤ 事業内容
推進事業の内容を記載しています。

⑥ 指標内容（単位）
事業の進捗を管理する指標を記載しています。

⑦ 上段：目標指標／下段：実績指標

⑧ 事業の方向性

⑨ 担当係
事業を実施する主な部署を記載しています。

事業の今後の方向性について、「拡大」「維持」「見直し」をそれぞれ記載していま
す。

②
事業
内容

総合計画に掲げる将来像の具現化に向け、庁議、戦略会議、課長会議等を定期的に開催するとともに、実施計画について方針を示したう
えで実施計画書を作成する。
また、近隣市町村との広域的な連携調整を図り要望活動等の各事業を展開し、持続的な発展を目指す。

⑧
事業の方向性

維持 政策係

Ｒ６

③
区分

④
推進事業名

⑤
事業内容

⑥
指標内容
（単位）

⑦
上段：目標指標
下段：実績指標

「目標指標」目標とする指標の数値、「実績指標」設定した指標の実績値を記載して
います。

43

①
●企画・政策調整事業

経常 企画調整事業

近隣市町村との広域的な連携調整
を図り、継続的に国や県に要望活
動等を行うとともに、自治体単独
では解決困難な課題に取り組む。

広域連携事業
（件）

2

⑨
担当係

Ｒ４ Ｒ５

事業の概要の見方

2



事業の方向性

拡大

拡大

事業の方向性

維持

維持

維持

●道路橋梁新設改良事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

事業
内容

渋滞の緩和やアクセスの向上に向けた幹線道路網を整備するほか、地域住民の利便性の向上及び交通安全に寄与する道路改良事業を計画的
に進める。

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

道路
整備係

道路
整備係

野中生活道路整
備事業

大規模災害に備えた防災対策の整
備を行うことで、安全な避難経路
の確保や二次災害を防ぐととも
に、防災力の向上を図る。

25 100 -

事業の進捗率
（％）

道路
整備係

重点
（仮称）新中道
線道路整備事業

慢性的に渋滞が生じている主要地
方道仙台松島線において、イオン
新棟のオープンに伴い更なる渋滞
が懸念されるため、増加する交通
量に対応できる新設道路の整備を
行うことで、交通量が分散され、
渋滞緩和が期待できる。

事業の進捗率
（％）

館太子堂線道路
整備事業

34 56 66

都市
計画係

（２）道路網の整備と道路環境の維持　＜重点戦略＞

都市
計画係

【成果指標】道路の利用に関して満足している町民の割合　（令和2年）47.2％ ⇒（令和7年）現状維持

重点

47

100

重点

新たな市街地形成となる新太子堂
土地区画整理事業により交通量の
増加が見込まれることから、既存
の町道を拡幅整備する。また、新
太子堂土地区画整理事業に合わせ
て道路整備を行うことで、良好な
都市基盤を構築することができ
る。

事業の進捗率
（％）

46 74

政策１ 快適で暮らしやすい生活環境づくり

市街地の形成、商業集積、道路網の整備が進み、良好な都市基盤ができています。◆目指す姿

施策１ 良好な都市基盤づくりの推進

●都市計画調整事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

利府町都市マスタープランに掲げる成長と成熟による持続可能な発展に向けた「戦略的なまちづくり」にチャレンジするため、地域特性を
生かした土地利用の促進を図る。

良好な都市基盤がつくられていると感じる町民の割合

現状値（令和2年）54.6％⇒中間値（令和7年）57.7％⇒目標値（令和12年）60.8％

（１）地域特性を生かした土地利用の促進　＜重点戦略＞

【成果指標】市街化率　（令和2年）21.1％ ⇒（令和7年）現状維持

◆成果指標

◆施策の展開

重点
仙塩広域都市計
画事業

利府町都市マスタープランに掲げ
る成長と成熟による持続可能な発
展に向けた「戦略的なまちづく
り」にチャレンジするため、地域
特性を生かした土地利用の促進を
図る。

市街化率（％）

21.1 21.1 21.1

重点
道路整備計画策
定事業

将来にわたり持続可能な都市基盤
を実現するため、将来のまちづく
りを見据え、道路網の整備と道路
環境の維持による、交通渋滞の緩
和やアクセスの向上に向けた道路
整備計画の策定を行う。

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

47 47

3



事業の方向性

維持

維持

維持

維持

維持

維持

維持

-

80 80

事業の方向性

拡大

1 - -

町道及び生活道
路維持事業

推進事業名 事業内容

重点
新道塩釜線整備
事業

道路幅員が狭小な箇所において、
車両通行時の安全性を確保するた
め、道路の拡幅工事を行う。

整備延長(ｍ)

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

都市
計画係

将来にわたり持続可能な都市基盤
を実現するため、将来のまちづく
りを見据え、道路網の整備と道路
環境の維持による、交通渋滞の緩
和やアクセスの向上に向けた道路
整備計画の策定を行う。

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

47 47 47

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

丹波沢一本松線
舗装事業

上段：目標指標
下段：実績指標

指標内容
（単位）

-

町民に密着した道路施設の保全及
び維持管理を図るための会計年度
任用職員を雇用し、町民からの要
望等へ迅速な対応を行う。

令和4年度に未舗装区間のアスファ
ルト舗装工事を施工し、地域住民
の利便性向上を図る。

経常

47

道路
管理係

道路
管理係
・
道路

整備係

重点
除融雪機械更新
事業

除・融雪事業

47

-

道路
管理係

経常
町道全路線応急
修繕事業

47

未整備の排水路の整備を実施し、
大雨時の溢水被害の軽減を図り、
住民の利便性向上を図る。

新神明前排水路
整備事業

150

-

購入基数(基)

道路
管理係

重点

冬期間における安全確保ため、除
融雪業者に貸与している融雪剤散
布機及び除雪スノープラウについ
て、経年劣化に伴い更新する。

町民に密着した道路施設の保全及び維持管理を図り通行者の安全を確保するとともに、住民の生活環境の向上に寄与するため適正な維持管
理を行う。

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

47 47

47

道路
管理係

道路
管理係

510

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

施工延長(ｍ)

道路
管理係

区分 推進事業名 事業内容

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

重点
（再掲）
道路整備計画策
定事業

●道路・維持管理事業

区分

事業
内容

経常

町民に密着した道路施設の保全及
び維持管理を目的に、側溝清掃、
除草、植栽管理業務を行うほか、
町道及び生活道路を対象にパト
ロールを行い損傷個所等の修繕を
行う。

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

47 47 47

冬期間における道路の安全確保の
ため、除雪・融雪剤散布業務を行
う。

-

整備延長(ｍ)重点

4



事業の方向性

維持

維持

維持

維持

事業の方向性

維持

維持

Ｒ６

上段：目標指標
下段：実績指標

88

17

47

Ｒ６
推進事業名 事業内容

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

高島線・沢乙１
号線補修事業

復旧・復興に伴う交通量の増加に
よる舗装路面の亀裂やわだち等の
損傷が見られる沢乙1号線及び高島
線の舗装補修を実施し、車両通行
の安全確保を図る。

道路橋梁点検事
業

道路法施行規則に基づき、5年に1
回の点検が義務付けられているこ
とから点検を行う。

19

【成果指標②】空き家率 （平成30年）3.5％ ⇒（令和7年）現状以下

●住宅管理事業

道路
管理係

重点

区分

4747

道路
管理係

（３）良好な住宅地の形成

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

47 47

担当係

橋梁数（橋）

88

7

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

住居に困窮する低所得者等のための生活の安定と社会福祉増進を目的とした町営住宅、東日本大震災により住宅を失った被災者の生活安定
化を図るための災害公営住宅、本町へ居住を希望する方に対しての定住促進住宅について、良好な状態を維持し、提供していくことを目的
とする。また、町営住宅（堀川住宅、石田住宅、八幡崎住宅の85戸）は、大きく耐用年数を超過し、定住促進住宅についても、建築してか
ら３５年が経過し、老朽化が進んでいることから、大規模改修等について検討を進めるとともに、適宜、修繕及び改修等を実施し、適切な
維持管理に努め、建物本体の寿命を延ばしながら、現在、居住している住民の生活環境維持を図っていくことを目的とする。

88

重点

住宅
公園係

100

47

●道路橋梁長寿命化事業

道路
管理係

事業
内容

町内で交通量の多い車道（45路線）のうち、点検結果を踏まえ管理分類（優先度）を付し、安全で安心な道路サービス提供の継続と、その
ための計画的な道路舗装の維持管理の実現を目指す。
町が管理している橋（42橋）について、従来の損傷・劣化が大きくなってから実施する事後保全から、損傷・劣化が小さいうちから対策を
実施する予防保全に移行することでライフサイクルコストとの縮減を図るとともに、適切な維持管理を継続的に行うことで地域道路ネット
ワークの安全性・信頼性を確保することを目的とする。

経常
災害公営住宅管
理事業

玄関建具修繕やスロープ補修工事
など、各種工事を実施し、居住者
の環境改善を図る。

重点

事業
内容

経常

重点
道路橋梁補修事
業

道路法施行規則に基づき、5年に1
回の点検により劣化等が著しい橋
について修繕を行い、橋梁の長寿
命化を図る。

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

担当係
Ｒ４ Ｒ５

住宅
公園係

入居率（％）

舗装長寿命化事
業

47

【成果指標①】町営住宅・定住促進住宅の入居率　（令和2年）88.3％ ⇒（令和7年）93.0％

47 47

道路の利用に関
して満足してい
る町民の割合
（％）

利府町公共施設等適正管理計画の
個別計画である、道路舗装長寿命
化計画に基づく道路舗装の補修事
業を行い、安全安心な道路サービ
ス提供を図る。

住宅施設管理事
業

床板や風呂場、台所等の補修工事
など、各種修繕を実施し、居住者
の環境改善を図る。

入居率（％）

96 96

Ｒ４ Ｒ５

道路
管理係

5



事業の方向性

維持

拡大

経常

84

住宅
公園係
・

営繕係

85
令和3～4年度にかけて基本計画策
定業務、令和5年度に詳細設計業
務、令和6年度以降、公営住宅の建
替えを実施し、少子・高齢社会へ
の対応などに配慮した住宅を確保
し、防災性やバリアフリー化など
居住水準の向上を図る。

85

重点
公営住宅建替事
業（基本計画策
定）

84

換気扇や風呂釜交換工事など、各
種補修工事を実施し、居住者の環
境改善を図る。

定住促進住宅管
理事業

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

区分 推進事業名

管理戸数（戸）

85

住宅
公園係

84

入居率（％）

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標
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事業の方向性

拡大

拡大

維持

公共
交通係

Ｒ５ Ｒ６

78,000

【成果指標】町民バス利用者数　（令和元年）88,934人 ⇒（令和7年）92,500人

担当係
Ｒ４

推進事業名

町民バスの利用
者数（人）

72,000 75,000

重点
総合交通対策事
業（計画策定
等）

地域公共交通網形成計画に基づ
き、公共交通の改善に向けた各種
施策・事業を住民及び有識者との
情報共有を行いながら実施すると
ともに、路線再編後の検証を行う
ことで、今後の公共交通の検討課
題等の洗い出しを行う。

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

公共交通が利用しやすいと感じる町民の割合

現状値（令和2年）15.3％⇒中間値（令和7年）25.0％⇒目標値（令和12年）35.0％

（１）需要と特性に即した公共交通網の形成　＜重点戦略＞

◆目指す姿

◆成果指標

事業
内容

新総合計画の重点目標を達成するため、町民バスの運行や民間バスの支援等を行い、継続的なバス路線を確保することで町全体の公共交通
の利便性向上を図るとともに、公共交通を利用しやすい環境整備を行い、公共交通全体の充実を図る。

30,000 30,000

公共
交通係

町民バス運行事
業

路線バスが運行していない地域を
町民バスが運行することで、交通
弱者の移動手段を確保し、町内の
公共交通の利便性の向上を図る。

町民バスの利用
者数（人）

72,000 75,000

公共
交通係

重点
シルバーパス事
業

町内在住の70歳以上の高齢者及び
障がい者に対し、町民バス無料券
（シルバーパス）及び民間路線バ
スの割引チケットを交付し、高齢
者等交通弱者の日常生活を支援す
るとともに外出機会の創出を図
る。

296,578

事業の方向性

拡大重点
民間バス運行支
援事業

町内を運行している民間路線バス
の赤字路線を対象に補助金を交付
し、継続的なバス路線の運行を支
援し、公共交通の利便性向上を図
る。

重点

シルバーパス事
業等年間利用者
数（人）

30,000

区分

●総合交通対策事業

施策２ 利便性のある公共交通の充実

地域住民のニーズや実情を踏まえながら、公共交通利用環境の改善等を行い、利便性のある公共交通の充実を図るため、公共交通の改善に
向けた各種施策・事業を住民及び有識者との情報共有を行いながら実施するとともに、将来的な町の展望を見据えた公共交通の課題整理を
行い、現計画の見直し及び新たな地域公共交通計画を策定する。

町内における公共交通の利便性が高まり、利用者が増加しています。

◆施策の展開

78,000

（２）公共交通の利用環境の改善　＜重点戦略＞

【成果指標】JR利府駅の発着本数　（令和2年）54本 ⇒（令和7年）58本

●公共交通事業

区分 推進事業名 担当係事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ４

民間路線バス年
間輸送人（人）

Ｒ５ Ｒ６

296,578

公共
交通係

296,578

7



拡大

事業の方向性

- 4,121 -

事業の方向性

維持

維持

維持取得面積（㎡）

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ５ Ｒ６

地域公共交通網形成計画に基づ
き、公共交通の改善に向けた各種
施策・事業を住民及び有識者との
情報共有を行いながら実施すると
ともに、路線再編後の検証を行う
ことで、今後の公共交通の検討課
題等の洗い出しを行う。

町民バスの利用
者数（人）

72,000

重点
公共

交通係

（再掲）
総合交通対策事
業（計画策定
等）

78,00075,000

自動車駐車場管
理事業

担当係
Ｒ４

●公共交通PR事業

区分

（３）公共交通の利用PRの推進

町営駐車場用地
取得事業

JRより借地している駐車場用地を
購入することによって、一時的な
費用負担は発生するものの、将
来、駐車場としての利用だけでは
なく、駅周辺の賑わい創出等の土
地利用の促進を図る。

住宅
公園係

推進事業名 事業内容

【成果指標】公共交通の路線図・時刻表が分かりやすいと感じている町民の割合
　　　　　　（令和2年）38.9％ ⇒（令和7年）45.0％

事業
内容

多くの町民が、公共交通に関心を持ち、公共交通の利用機会を持てるよう公共交通に関する情報提供を行うとともに、町内路線バス利用者
に対しても、定期的なバス情報の提供を行うことで、利便性の高い公共交通を目指す。

重点

経常

100,000

Ｒ５ Ｒ６

駅前の利府駅前自転車等駐車場及び利府町営駐車場は、その立地性から、通勤や通学、買い物目的など幅広く利用されている。今後も引き
続き、サービス向上や設備の補修など、利用者が利用しやすい環境づくりに努め、各施設の利用促進及び駅前周辺の自動車渋滞の緩和を図
ることを目的とする。

推進事業名

住宅
公園係

駐輪場利用台数
（台）

経常
自転車等駐車場
管理事業

放置自転車の撤去、保管、返還の
ほか、適宜、駐輪場利用者の誘導
整理、清掃や修繕を行うなど、適
切な管理運営・整備に努める。

80,00072,00066,000

住宅
公園係

事業
内容

区分
Ｒ４

●自動車・自転車等駐車場管理事業

上段：目標指標
下段：実績指標

指標内容
（単位）

事業内容 担当係

金銭の入出金、駐車券・ロール紙
等の補充、各精算機等の定期点検
を実施するほか、適宜、除草や修
繕等を行い、適切な管理運営・整
備に努める。

駐車場利用台数
（台）

80,000 90,000
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事業の方向性

維持

維持

維持

事業の方向性

維持

町の環境・景観に満足している町民の割合

公園・緑地の保全や環境美化が図られるとともに、循環型社会に関する活動が行われていま
す。

52

Ｒ６

区分 推進事業名

経常
緑地維持管理事
業

緑地の除草・伐採等を行い、憩い
の空間として、誰もが快適で安全
安心に利用できるように適正な維
持管理を図る。

維持管理に関す
る要望対応率
（％）

100 100

経常
公園施設管理事
業

公園利用者の利便性向上を図るた
め、遊具点検結果に基づいて遊具
等の修繕及び工事等を行うととも
に、除草や植栽管理を行い、安全
性の確保と適正な維持管理を図
る。

上段：目標指標
下段：実績指標

環境
衛生係

52

担当係
Ｒ４ Ｒ５

52

経常 生活環境事業
環境美化推進員を委嘱し、集積所
のごみ分別の指導及び不法投棄、
持ち去りの巡回監視を実施する。

事業
内容

公園・児童遊園・緑地は、それぞれ、安全・安心、快適な空間を提供するという役割をもっており、町民生活に安らぎを与えるとともに、
地域住民のコミュニティの場としての機能を確保する必要がある。そのため、住民に親しまれ、憩いの空間として快適に利用できるよう施
設の管理・点検等を推進し、誰もが安全安心に利用できるように維持管理していくことを目的とする。

◆目指す姿

◆成果指標

施策３ 自然豊かな都市景観の保全と環境美化の推進

現状値（令和2年）66.3％⇒中間値（令和7年）68.0％⇒目標値（令和12年）70.0％

（１）公園・緑地の保全

【成果指標】公園面積　（令和2年）473,276㎡　⇒（令和7年）現状以上

◆施策の展開

●公園・児童遊園・緑地管理事業

担当係
上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ５Ｒ４

指標内容
（単位）

事業内容推進事業名区分

環境美化推進員
（人）

0

経常

【成果指標】１人あたりの１日のごみ排出量　（令和2年）1,083ｇ ⇒（令和7年）1,006ｇ

Ｒ６

0

（２）環境美化の推進

住宅
公園係

住宅
公園係

0

住宅
公園係

100

事業内容
指標内容
（単位）

児童遊園の遊具点検結果を基に、
遊具等の修繕を行うとともに、植
栽管理を行うなど、安全性の確保
と適正な維持管理を図る。

施設不良による
事故件数（件）

事業
内容

町民の健全な生活環境を整備するため、ごみの散乱防止及び清掃活動を実施し、清潔な環境づくりを推進する。

0

児童遊園施設管
理事業

●環境美化推進事業

事故件数（件）

0

0
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維持

維持

拡大

事業の方向性

維持

環境
衛生係

環境
衛生係

1,500

一般廃棄物処理
事業

「ゴミの分別と出し方」等によ
り、一般廃棄物の減量及び適正処
理について指導するとともに、集
団資源回収団体へのリサイクル運
動報奨金事業を実施する。

930

環境
衛生係

（３）循環型社会の形成

【成果指標】リサイクル資源回収量　（令和2年）198,060ｇ ⇒（令和7年）199,030ｇ

●循環型社会形成推進事業

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

一般廃棄物の減量及び適正処理を推進することにより、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。また、地球温暖化防止普及啓発をテー
マとしたイベントを開催し、環境問題への関心を高める。

担当係
Ｒ４

930 930

環境
衛生係

30 30 30

経常 脱炭素推進事業
2050年カーボンニュートラルの実
現に向けて、実行計画を策定す
る。

-

- - -

資源回収団体
（団体）

区分 推進事業名 事業内容
Ｒ５ Ｒ６

経常

経常
地球温暖化防止
普及啓発事業

「環境まるごとフェア」を開催
し、地球温暖化防止について、普
及啓発に努める。

参加者数（人）

1,500 1,500

経常 塵芥収集事業

一般廃棄物の処理に関する計画に
基づき、収集運搬及び適正処理を
実施し、生活環境の保全及び公衆
衛生の向上に努める。

1人あたりの１日
のごみ排出量
（ｇ）
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Ｒ５ Ｒ６

政策２ 健康で支え合える地域福祉づくり

施策１ 保健・医療の充実と健康の保持・増進

◆目指す姿 町民一人ひとりが、生涯にわたり、元気ですこやかに暮らしています。

医師及び歯科医師との意見交換会
を年１回開催し、保健事業を推進
する。保健協力員研修会を定期的
に開催し、地域住民の健康づくり
を推進する。

保健協力員数
（人）

46 46 46

健康
総務係

◆成果指標 自身が健康に暮らしていると感じる町民の割合

現状値（令和2年）84.5％⇒中間値（令和7年）現状以上⇒目標値（令和12年）現状以上

◆施策の展開

健康
総務係

80

（１）疾病予防の推進

【成果指標】特定健診受診率　（令和2年）53.9％ ⇒ （令和7年）60.0％

●保健事業

区分 推進事業名

事業
内容

町民の健康の保持・増進及び公衆衛生の向上に資することを目的として、保健事業意見交換会の実施や保健協力員の育成を行う。

経常 保健事業

担当係
Ｒ４

80 80

事業内容

事業
内容

町民の疾病予防と感染のおそれがある疾病のまん延防止を図るため、予防接種法に基づき予防接種事業を実施する。生活習慣病の予防、疾
病及びがんの早期発見・早期治療を図るため、健康増進法に基づき各種健（検）診及びがん検診を実施する。

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

健康
総務係

疾病予防（成人
以外）事業

予防接種法に基づき、BCG,ロタウ
イルス、ヒブ、小児用肺炎球菌、B
型肝炎、四種混合、二種混合、麻
しん風しん混合、日本脳炎、子宮
頸がん、水痘ワクチンの予防接種
を実施する。

二種混合ワクチ
ン接種率
（％）

65 65

親子
保健係

経常 健康診査事業

経常

65

各種健（検）診及びがん検診を実
施し、町民の生活習慣病の予防・
改善、疾病及びがんの早期発見・
早期治療に努める。

各種健（検）診
及びがん検診受
診率（％）

現状以上 現状以上 現状以上

上段：目標指標
下段：実績指標

●予防事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

重点
自殺対策緊急強
化事業

利府町自殺対策本部会議及び自殺
対策ネットワーク会議を年１回開
催し、関係機関等をはじめ全庁的
連携のもと自殺対策を推進する。
また、こころのサポーター養成講
座等の精神保健事業を実施し、町
民のこころの健康づくりを推進す
る。

こころのサポー
ター養成講座の
受講後の悩みの
抱えた人への対
応方法の理解度
（％）

95 95 95

健康
総務係

経常
疾病予防（成
人）事業

予防接種法に基づき、高齢者肺炎
球菌、高齢者インフルエンザ、成
人風しんの予防接種を実施する。

高齢者インフル
エンザワクチン
接種率
（％）

事業の方向性

維持

維持

維持

事業の方向性

維持

維持
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町民の健康の保持増進及び食育を
総合的に推進するため、第４期健
康日本２１利府町計画及び食育推
進計画を策定する。令和４年度
は、町民意識調査の実施、令和５
年度に調査結果及び課題分析、策
定懇話会等を実施、計画作成を行
う。

計画策定の進捗
状況（％）

助成人数(人）

10

塩釜地区休日急
患診療センター
運営事業

医療用ウィッグ
購入助成事業

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ６

150

経常 健康教育事業

重点

第４期健康日本
２１利府町計画
及び食育推進計
画策定事業

●医療体制推進事業

区分 推進事業名

健康相談事業

保健師・栄養士・歯科衛生士の専
門職による健康相談を毎月１回実
施し、町民の健康づくりを推進す
る。

健康相談の利用
人数（人）

事業
内容

塩釜地区の市町、医師会、歯科医師会、薬剤師会、消防事務組合、保健所等で構成している塩釜地区地域医療対策委員会、その他、塩釜市
休日急患診療センター、塩釜管内二市三町保健衛生研究会において、協力体制を確立し、地域医療の確保及び救急医療体制の確立、災害発
生時における医療救護体制の充実等を図る。

健康
総務係

60 60

30 4236

がんの治療に伴う脱毛に対応する
目的で購入した医療用ウィッグの
購入に係る経費の一部助成（上限
２万円）を行い、がん患者の治療
と就労や社会参加等の両立を支援
し、療養生活の質の向上を図る。

健康
総務係

経常

（２）医療体制の充実

【成果指標】地域医療が充実していると思う町民の割合　（令和2年）61.8％ ⇒（令和7年）現状以上

区分 担当係
Ｒ４

生涯にわたる健康づくりに役立
つ、栄養・健康に関する講話や歯
科及び運動に関する講話と実技を
取り入れた栄養教室を実施し、町
民の健康づくりを推進する。

栄養教室の延べ
参加人数（人）

60

150 150

推進事業名

骨髄等の提供者又は提供に係る最
終同意を行った後に提供中止と
なった方に対し、骨髄等の提供に
係る通院及び入院や面談を対象に
１日２万円、７日間を上限とし、
助成を行い、骨髄等の提供者の負
担の軽減及びドナー登録の推進を
図る。

事業内容

事業
内容

　町民の健康づくり及び生活習慣病の予防等を推進するため、栄養教室をはじめとする健康教育事業、保健師・栄養士・歯科衛生士の専門
職による健康相談、住民健診事後指導会を実施する。健康教育事業及び健康相談事業については、健康増進法に基づき実施する。

経常

二市三町の休日における急病患者
の医療を確保するために設置され
た塩釜地区休日急患診療センター
の運営費用を二市三町で分担し負
担する。

塩釜地区休日急
患診療センター
における本町の
受診者数（人）

重点

●健康増進事業

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

10 10

Ｒ５

重点
健康

総務係

助成人数(人）

2 2 2

健康
総務係

骨髄バンクド
ナー助成事業

健康
総務係

指標内容
（単位）

健康
総務係

（３）健康づくり・食育の促進

【成果指標】朝食を毎日食べる人の割合　３ 歳 児（令和2年）99.0％ ⇒（令和7年）100.0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小学６年（令和2年）85.9％ ⇒（令和7年）98.0％以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学３年（令和2年）81.9％ ⇒（令和7年）98.0％以上

上段：目標指標
下段：実績指標事業内容

30 100 -

維持

維持

事業の方向性

維持

維持

維持

事業の方向性

維持
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ポリファーマ
シー対策事業

対象者を抽出、通知を発送し、飲
み合わせによる副作用の発生を防
止する。

重点
福祉相談支援シ
ステム導入事業

2,808 2,808

300

重複頻回受診者
（人）

相談対応件数
（人）

2,808

400

（４）社会保障制度の適正な運用

【成果指標】国民健康保険におけるジェネリック医薬品普及率（数量ベース）
　　　　　　（令和2年）78.6％ ⇒ （令和7年）80.0％

350

300

Ｒ５

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

糖尿病性腎症予
防事業

適切な対象者を特定し、事業への
参加を促し、指導完了者の新規人
口透析患者の発生を予防する。

事業
内容

利府町国民健康保険第２期データヘルス計画に基づき医療や各種保健事業等を実施することによって、疾病等の早期発見及び重症化予防、
重複又は頻回等を抑制し、医療費の適正化を図る。

上段：目標指標
下段：実績指標

経常

各課で相談に応じた記録等を一括
管理するためのシステムを導入
し、関係職員間で情報共有を円滑
に行い、支援が必要な世帯等に対
し、包括的な支援を行う。

Ｒ６

5

参加人数（人）

国保
年金係

国保
年金係

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

200

国保
年金係

担当係
Ｒ４

ジェネリック医薬品に切替するこ
とにより費用削減効果が高いと見
込まれる方へ勧奨通知を発送す
る。

ジェネリック医
薬品差額通知
（通）

400

健康
総務係

経常
ジェネリック医
薬品普及率向上
事業

経常

5 5

●国民健康保険等社会保障事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

維持

維持

維持

事業の方向性

維持

事業の方向性
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事業
内容

地域福祉の向上を図り、社会福祉の意識の高揚や地域における支援体制強化を推進し、地域で支え合える環境を整備する。

【成果指標②】福祉に関する必要な情報が提供されていると思う町民の割合
　　　　　　　（令和2年）64.2％ ⇒（令和7年）67.0％

施策２ 支え合える地域福祉の形成

◆成果指標 地域で支え合える環境が整っていると思う町民の割合

障がい
福祉係

経常
一般社会福祉事
業

社会福祉の利便性の向上を目的
に、社会福祉を推進する団体へ補
助金を交付する。

対象団体会員数
（人）

8,100 8,100

重点
手話奉仕員養成
事業

聴覚障がい者等との交流活動の促
進等の支援を行う手話奉仕員を養
成する。

手話奉仕員養成
講座登録者数
（人）

1 1 1

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

担当係

障がい
福祉係

重点
障害者タク
シー・ガソリン
費助成事業

障がい者の社会参加促進を図るた
め、障がい者に対し自動車のガソ
リン費用またはタクシー利用料金
の一部助成を行う。

ガソリン費補助
利用率、タク
シー券利用率
（％）

90.0
82.0

90.0
82.0

90.0
82.0

障がい福祉サービスを通じて、就
労を希望する障がい者が一般就労
に結び付くことができるよう支援
する。

福祉施設から一
般就労への移行
者数
（人）

7 7 7

地域福祉の向上と障がい者（児）福祉の充実が図られ、地域で支え合える環境が整っていま
す。

8,100

福祉
総務係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

現状値（令和2年）44.5％⇒中間値（令和7年）47.0％⇒目標値（令和12年）50.0％

◆施策の展開

（１）地域福祉の向上

【成果指標③】日常生活で困ったことがあったときに相談できると思う町民の割合
　　　　　　　（令和2年）88.8％ ⇒（令和7年）現状維持

維持

維持

障がい者（児）が安心して生活できる環境づくりを推進し、関係機関との連携を図りながら、ライフステージに応じて切れ目のない支援を
行い、障がいを持つ人が安心して暮らせるよう障がい福祉サービスや地域生活支援事業等の事業を展開する。

【成果指標①】障がいを持つ人が安心して暮らせる町だと思う町民の割合
　　　　　　　（令和2年）30.8％ ⇒（令和7年）40.0％

【成果指標②】福祉施設から一般就労への移行者数　（令和元年）4人 ⇒（令和5年）5人

経常
障がい者自立支
援事業

◆目指す姿

●障がい児・者福祉事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

担当係

【成果指標③】保育所等訪問支援を利用できる事業所の数　（令和2年）1か所 ⇒（令和5年）現状維持

（２）障がい者（児）福祉の充実

上段：目標指標
下段：実績指標 事業の方向性

維持

維持

事業の方向性

●社会（地域）福祉事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

障がい
福祉係

【成果指標①】地域の福祉活動に参加する意向のある町民の割合
　　　　　　　（令和2年）44.7％ ⇒（令和7年）47.0％
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重点 敬老祝事業

経常
高齢者の居場所
づくり活動支援
事業

65歳以上の高齢者同士の交流や介
護予防活動に必要な備品の購入、
運営費等に対して補助金の交付を
行い、高齢者の居場所づくりのた
めの支援を行う。

交付団体数
（団体）

介護
福祉係

利用人数（人）

91 96

長生き
支援係

介護
福祉係

5250

経常
ひとり暮らし高
齢者等緊急通報
システム事業

緊急通報装置及び安否確認セン
サーを貸与し、急病等の緊急時の
通報により、コールセンターから
状況確認、協力者による処置の要
請を行い、不安の軽減及び安全確
保を図る。

利用人数（人）

43

7 10 10

9月1日において居住年数5年以上の
77歳へ1万円、88歳へ2万、95歳へ5
万円を支給し、また、100歳の誕生
日に10年以上20年未満の居住者へ
10万円、20年以上の居住者に30万
円を支給する。また、75歳以上の
者へ町内会を通じ記念品を進呈す
る。

公共
交通係

30,000 30,000 30,000

長生き
支援係

100

敬老祝申請率
（％）

高齢者が自立して生きがいを持ち、いきいきと暮らせる環境が整っています。

担当係

重点
（再掲）
シルバーパス事
業

経常
高齢者等布団ク
リーニング事業

在宅のひとり暮らし高齢者等に対
し寝具の消毒乾燥を実施すること
により、高齢者等の衛生管理を推
進する。

町内在住の70歳以上の高齢者及び
障がい者に対し、町民バス無料券
（シルバーパス）及び民間路線バ
スの割引チケットを交付し、高齢
者等交通弱者の日常生活を支援す
るとともに外出機会の創出を図
る。

シルバーパス事
業等年間利用者
数（人）

長生き
支援係

3,500

経常
高齢者いきいき
活動ポイント事
業

町の指定を受けた福祉施設等でボ
ランティア活動を行い、行ったボ
ランティア活動の実績に応じて評
価ポイントを付与し、年度末に評
価ポイントに応じて交付金を交付
する。

ボランティア活
動実績（時間）

2,500 3,000

【成果指標】生きがいを持っている高齢者の割合　（令和2年）64.2％ ⇒ （令和7年）80.0％

●高齢者福祉事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

◆成果指標 要支援、要介護の認定を受けていない高齢者の割合

施策３ 安心して生活できる高齢者福祉の充実

◆目指す姿

事業
内容

高齢者の健康増進や生きがいづくり、地域での社会参加を促進するなど高齢者がいきいき暮らせる生活環境づくりを推進する。
高齢者が住み慣れた地域で安心して自立した生活を送ることができるよう、日常生活をサポートするための支援・サービスの充実を図る。

事業の方向性

維持

98

100 100

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

現状値（令和2年）85.6％⇒中間値（令和7年）86.0％⇒目標値（令和12年）86.0％

◆施策の展開

（１）高齢者がいきいき暮らせる生活環境づくり

維持

維持

維持

維持

維持
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1,870

長生き
支援係

（３）介護サービス等の充実

【成果指標】介護予防サポーター数　（令和2年）40人 ⇒（令和7年）現状以上

経常
町内医療機関等
の医療・介護連
携事業

高齢者が住み慣れた地域で安心し
て生活ができるために、医療と介
護の関係機関が連携し、一体的に
サービスを提供することが重要で
あり、医療と介護の関係者の誰も
が簡便且つ効率的・効果的に連携
を推進できる仕組みづくりを目的
とする。令和7年に現状以上の連携
事業所数を目指す。

町内医療機関等
の医療・介護連
携施設数
（施設）

22 22 22

事業
内容

高齢者が住み慣れた地域で安心して過ごせる環境づくりを目的とし、認知症や要介護者に対する正しい理解促進と地域での介護予防活動を
推進する。

認知症サポーター養成講座を実施
し、認知症に関する正しい理解の
促進を行う。

認知症サポー
ター養成講座受
講者数
（人）

長生き
支援係

●介護保険事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

長生き
支援係

担当係
Ｒ４

経常
介護予防サポー
ター養成事業

介護予防事業に積極的に関わり、
住民が住み慣れた地域で生活して
くための地域づくりの担い手を養
成する。

介護予防サポー
ター数
（人）

50 50

1,920

経常
認知症サポー
ター養成事業

Ｒ５ Ｒ６

1,820

50

（２）高齢者に対する包括的支援施設の機能強化

【成果指標】連携している在宅医療機関、介護事業所数（令和2年）22か所 ⇒（令和7年）現状以上

●高齢者包括支援事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活ができるために、医療と介護の関係機関が連携し、一体的にサービスを提供することが重要であ
り、医療と介護の関係者の誰もが簡便且つ効率的・効果的に連携を推進できる仕組みづくりを目的とする。

維持

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

16



経常

交流の場の提供や相談事業、ファ
ミリー・サポート・センター・事
業の実施を社会福祉協議会に委託
し、子育て親子の孤立を防ぐとと
もに、子育て資源の発掘・育成を
継続的に行う。

4,000

利用人数（人）

活動件数（件）

子育てしやすい
まちだと考える
保護者の割合
（％）

Ｒ５ Ｒ６

◆成果指標 安心して子どもを育てられる環境が整っていると思う保護者の割合

現状値（令和2年）71.3％⇒中間値（令和7年）80.0％⇒目標値（令和12年）90.0％

◆施策の展開

（１）子育て支援体制の充実　＜重点戦略＞

【成果指標】子育て支援について満足している町民の割合　（令和2年）50.4％ ⇒（令和7年）60.0％

事業
内容

家庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の親の孤独感や不安感の増大等に対応するため、地域の子育て機能の充実を図り、子育て
の不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援する。また、必要に応じて関係機関との連絡調整その他必要な支援を行う。

重点
（仮称）中央児
童センター建設
事業

児童健全育成の拠点となる施設と
して旧公民館跡地に児童センター
を整備する。

子どもが安心し
て遊べる場所を
増やしてほしい
と考える保護者
の割合（％）

57 48 48

児童虐待防止
ネットワーク推
進事業

利府町子どもの保護に関する地域
協議会等により、各関係機関と連
携を図りながら、児童虐待防止の
支援を行う。

4,000 4,000

子ども
家庭

センター

子ども
企画係

子ども
家庭

センター

政策３ 子どもたちの笑顔があふれる環境づくり

施策１ 充実した子育て支援等の推進

◆目指す姿 子育て支援、保育サービスが充実し、保護者が安心と喜びを感じながら子育てをしています。

●子育て支援事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

経常
子育て支援セン
ター事業

子ども
企画係

48

81 82 82

48

子育て支援イベ
ント事業（こど
ものまち）

重点
新生児誕生お祝
い事業

新生児の健やかな成長を願うとと
もに新しい町民の誕生を祝うた
め、新生児の保護者に対し、記念
品を贈呈する。

子ども
企画係

57

重点

125 125 125

子どもたちが働くことの楽しさや
世の中の仕組みを学べるよう、労
働・消費活動の疑似体験ができる
事業を実施する。

子どもが安心し
て遊べる場所を
増やしてほしい
と考える保護者
の割合
（％）

事業の方向性

維持

維持

拡大

維持

維持
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事業
内容

事業
内容

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

担当係

町内認可保育施設では唯一の公立
保育所として、安定的な保育の実
施及び待機児童の解消に努める。

保育サービスに
ついて満足して
いる町民の割合
（％）

47

事業内容

放課後児童クラブ等の運営により、安心して仕事と子育てを両立できる環境を整え、保護者の多様な働き方を支援するとともに、児童の健
全育成を推進する。

70 70

推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

●保育サービス推進事業

区分 推進事業名 担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

48 49

●保育所運営事業

区分 推進事業名

利用延べ人数
（人）

70

経常
菅谷台保育所運
営事業

Ｒ６

年々多様化する保育ニーズに対応するため、町立保育所及び委託する教育・保育施設において、児童の保育を実施し、保護者の就労支援と
児童が安全で安心に過ごせる保育環境の充実に努めるとともに、多子による子育て世帯への支援に努める。

（２）保育サービス等の充実

【成果指標】保育サービスについて満足している町民の割合　（令和2年）43.1％ ⇒（令和7年）50.0％

町内１か所（病後児対応）、町外
２か所（病児・病後児対応）の施
設により事業を実施する。

事業
内容

子ども
企画係

7,000 10,000

重点
児童クラブ土曜
日等開所事業

児童クラブ利用児童の保護者の多
様な働き方に対応するため、令和
４年度からお盆期間中及び土曜日
の開所日を増やし、子育て支援の
拡充を図る。

子ども
企画係

4,000 4,000

自由来館利用者
数（人）

子ども
企画係

西部児童館運営
事業

10,000

指定管理者制度の活用により、東
部児童館及び葉山児童クラブの運
営を行う。

自由来館利用者
数（人）

子育てしやすい
まちだと考える
保護者の割合
（％）

78 80 80

東部児童館運営
事業

Ｒ５

安心して仕事と子育てを両立できる環境を整え、保護者の多様な働き方を支援する。
仕事と子育ての両立支援のため、保育所等における保育サービスの充実を図る。

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

子ども
企画係

指定管理者制度の活用により、西
部児童館及び菅谷台小児童クラブ
の運営を行う。

担当係
Ｒ４ Ｒ５

5,500

●児童福祉施設運営事業

区分

保育係

3,500

経常

児童クラブ運営
事業

民間事業者への委託により、児童
館併設を除く児童クラブ（５か
所）の運営を行う。

経常

延べ利用児童数
（人）

5,500 5,500

子ども
企画係

経常

経常

病児・病後児保
育事業

Ｒ６Ｒ４

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

18



子ども
企画係

重点
子ども医療費助
成事業

出生から18歳に達する日の属する
年度の末日までにある児童（婚姻
している者は除く）に対する医療
費を助成する。（小学生以上及び
受給者が所得制限を超える未就学
児については、町単独で助成）

町単独助成件数
（審査支払手続
料支払件数）

54

子ども
給付係

学事係重点

重点
新生児聴覚検査
助成事業

58,570

重点
新生児臨時特別
給付金支給事業

コロナ禍における子育て支援とし
て、令和4年4月1日から令和5年3月
31日までに出生した児童について
育児支援金を給付する。

子育て世帯に対
する経済的支援
に満足している
町民の割合
（％）

教育・保育施設
等第３子以降給
食費助成事業

重点

保護者が実費負担する給食費につ
いて、第3子以降の児童で就学前3
年間にあたり、特定教育・保育施
設等へ通園している者に対し、給
食費助成（月限度額6,500円）を実
施する。

子育て世帯に対
する経済的支援
に満足している
町民の割合
（％）

50 52

事業
内容

●子育て世帯経済的支援事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

（３）子育て世帯の経済的支援

【成果指標】子育て世帯に対する経済的支援に満足している町民の割合
　　　　　　（令和2年）46.7％ ⇒（令和7年）55.0％

360

学事係重点
小学校入学支援
事業

教育環境の充実を図るとともに教
育に関する保護者の経済的負担の
軽減を図る。

４月１日現在小
学校入学児童数
（人）

343 303

中学校入学支援
事業

教育環境の充実を図るとともに教
育に関する保護者の経済的負担の
軽減を図る。

おおむね生後３日以内に実施され
る新生児聴覚検査の初回及び確認
検査の助成を令和４年度から行
い、保護者の経済的負担を軽減
し、聴覚障害の早期発見、早期療
育を図る。

受診率（％）

95 96 97

子ども
家庭

センター

50

誰もが安心して子供を産み育てられるよう、子育て世帯の経済的負担の軽減を図る。
教育環境の充実と教育に関する保護者の経済的負担の軽減を図ることから、経済的な理由により子どもを就学させることが困難な保護者に
対し、子どもの就学にかかる経費の一部（通学用品費、学用品費等）を援助するとともに、小・中学校新入学１年生（町立・私立・国立・
県立・支援学校等）を持つ保護者に対し、運動着を支給する。

保育係

311

４月１日現在中
学校入学生徒数
（人）

375 392

59,150 59,150

- -

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

維持

維持
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子ども
家庭

センター

80

92

18 26

重点

34

事業
内容

【成果指標①】未婚率　（平成27年）23.6％ ⇒（令和7年）現状以下

（４）結婚・出産・子育ての切れ目のない支援　＜重点戦略＞

【成果指標②】乳幼児健診受診率　（令和2年）98.0％ ⇒（令和7年）100.0％

子ども
家庭

センター

産後２週間産後１ヶ月の産婦の健
康診査を医療機関に委託し実施す
ることにより、産後うつの予防や
新生児への虐待予防、及び産婦の
身体的回復と心理的な安定の促進
を図る。

受診率（％）

80 80

事業
内容

妊産婦及び乳児の健康の保持増進を図るため、妊産婦や乳児に対する健康診査の助成、出産・育児に関する相談事業、訪問指導等を実施す
る。

本町における未婚・晩婚・非婚化を解消するため、結婚を強く希望しながらも、ご縁に恵まれない利府町民を対象に婚活イベント等を実施
する。

●婚活支援事業

区分 事業内容

妊婦・乳児健診
事業

新生児・妊産婦訪問指導、妊婦・
乳児一般健康診査において、妊娠
期の異常や乳児の疾病等の早期発
見、早期治療に繋げたり、育児不
安等の相談に応じ、心身の健康向
上を図る。

認知度（％）

88 90

不妊治療を受ける夫婦が行う不妊
治療に要する費用を助成すること
により、経済的負担軽減を図り、
安心して子どもを産み育てやすい
環境を作る。

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

子ども
家庭

センター

推進事業名 事業内容

重点

助産師が家庭訪問する居宅訪問と
新たに助産院への通所によるデイ
サービスを実施し、出産後間もな
い母子に対して、心身のケアや育
児サポート等を行い産後も安心し
て子育てができる支援体制を確保
する。

利用件数（件）

24 24 24

重点
産婦健康診査事
業

【成果指標③】子育て世代包括支援センターの認知度　（令和2年）84.0％ ⇒（令和7年）90.0％

子ども
家庭

センター

35

重点 産後ケア事業

経常

不妊治療費助成
事業

事業
内容

経常 幼児健診事業
親子

保健係

100

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

受診率（％）

100

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

乳幼児の健康の保持増進を図るため、乳幼児に対する健康診査、保健指導、相談事業等を実施する。

●母子衛生事業

区分 担当係
Ｒ４

政策係

乳幼児健診において、乳幼児の発
育、発達の確認を行うとともに、
育児に関する保健指導、保育者の
育児不安の解消を行い、乳幼児の
健康の保持増進を図る。

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

100

Ｒ５ Ｒ６

上段：目標指標
下段：実績指標

●子育て世代包括支援事業

維持

維持

推進事業名

35 35

助成件数（件）

維持

事業の方向性

維持

維持

婚活支援事業

婚活支援パーティー等の事業を実
施し、結婚を強く希望している町
民を中心に出会いの場を提供す
る。また、宮城青年婚活サポート
センターと連携し、婚活支援イベ
ント及び結婚相談窓口を開設す
る。

婚活支援事業に
参加した人数
（人）

区分 担当係

事業の方向性

拡大

事業の方向性
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事業
内容

経常
子育て情報発信
事業

子どもの年齢や状況に応じて多岐
にわたる子育て支援情報につい
て、わかりやすく提供するための
ツールとしてガイドブックを作成
し、配付する。

ガイドブック配
布数（冊）

1,150

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

子ども
家庭

センター

子ども
家庭

センター

重点

97

（再掲）
新生児聴覚検査
助成事業

おおむね生後３日以内に実施され
る新生児聴覚検査の初回及び確認
検査の助成を令和４年度から行
い、保護者の経済的負担を軽減
し、聴覚障害の早期発見、早期療
育を図る。

1,150 1,150

95 96

受診率（％）

指標内容
（単位）

区分
Ｒ６

260 280 300

●子育て情報発信事業

区分 推進事業名 事業内容

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標推進事業名 事業内容 担当係

Ｒ４
事業の方向性

維持

拡大

事業の方向性

維持

重点
産後支援サービ
ス体験事業

出産後の心理的負担、経済的負担
の軽減を図るとともに、子育て期
におけるサービスの周知のため、
出産後1年以内の保護者にファミ
リーサポートセンターの無料クー
ポンを配布し、育児負担の軽減に
寄与する。

ファミリーサ
ポート事業の会
員数（人）

ガイドブックの発行やホームページ等への掲載により子育てに関する情報を提供し、サービスの利用促進を図る。

Ｒ５

子ども
企画係
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教育
指導係

0.8 0.7 0.6

教育
総務係

教育
指導係

教育振興基本計
画策定事業

教育基本法に基づき町独自の施策
の展開を図り、教育行政において
目指すべき姿を明確にするため策
定する。

重点

学校
施設係

サポートティー
チャー及び特別
支援助手の配置
数（人）

16 16 16

地域教育力向上
支援事業

教育
指導係

事業
内容

幼児教育と学校教育の接続を円滑にするため、小学校１年生を中心に学習支援を行うサポートティーチャーや、特別な支援を要する児童の
学習活動上のサポートを行う特別支援助手の配置と、学力向上と教職員の資質向上を図ることを目的に、各学校で教職員への指導や研修会
を行う学校教育専門員、不登校やいじめについて学校訪問や電話により教職員への指導、保護者との相談を行う教育相談専門員を配置す
る。

経常
十符っ子スクー
ルプラン（少人
数指導）事業

小学校１年生を中心に学習支援や
特別に支援が必要な児童生徒へ支
援員を配置しサポートを行う。

施策２ 健やかな心身を育む幼児教育・学校教育

◆目指す姿 次世代を担う子どもたちが、心身ともに元気いっぱいすこやかに成長しています。

◆成果指標 「学校が楽しい」と感じる児童・生徒の割合

担当係

東部地区の児童生徒の通学時にお
ける安全性や利便性を確保するた
め、スクールバスを運行する。

対象児童生徒
（人）

321 320

現状値（令和元年）児童83.9％、生徒74.3％⇒中間値（令和7年）児童85.0％、生徒78.0％
⇒目標値（令和12年）児童86.0％、生徒82.0％

◆施策の展開

スクールバス運
行事業

重点
障がい児等学習
支援員配置事業

特別な支援を要する児童生徒の生
活習慣や学習活動上のサポートを
行う。

支援員配置数
（人）

2 3 4

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
区分 推進事業名 事業内容

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

経常
学校教育専門指
導員配置事業

いじめ・不登校等に対する相談支
援体制の強化を図る。

不登校児童生徒
の出現率（％）

教育
指導係

教育環境の充実と本町児童・生徒
の学力向上を図る。

小・中学校児童
生徒数（テスト
受験者数）
（人）

1,848

重点

（１）教育活動の充実　＜重点戦略＞

【成果指標②】不登校児童・生徒の出現率　（令和元年）0.9％ ⇒（令和7年）0.5％

●学校教育推進事業

1 - -

1,806 1,780

320

【成果指標①】サポートティーチャー及び特別支援助手の配置数　（令和元年）15人 ⇒（令和7年）17人

計画策定
（第２期計画）

重点

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

拡大

維持
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1 3

推進事業名

わが町「利府町」を知り、郷土に
誇りを持つ子供を育成することを
目的に、社会科副読本「私たちの
利府町」の改訂を行う。

相談件数（件）

重点
不登校児童生徒
学び支援教室事
業

教育
指導係

学事係

担当係
Ｒ４ Ｒ５

Ｒ５

教育
指導係

4

950 900 850

Ｒ５ Ｒ６

●不登校児童・生徒対策事業

不登校の状態から学校復帰を希望
する児童生徒や教室で過ごすこと
に困難を抱える児童生徒の居場所
を校内につくり、学習指導と自立
支援等を行う。

支援員配置数
（人）

事業
内容

経常 小学校管理事業

教育環境の充実を図り、学校施設
の適正管理を行うとともに、児童
に対し、健康診断等を実施し、健
康の保持増進を図る。

24

事業内容推進事業名
Ｒ４

学校不適応児童生徒の学習意欲の向上や自立心・社会性を育てるため、家庭や医療等の関係機関と連携を図りながら、不登校児童生徒が学
校復帰に向けて学習する居場所を整え、心のケアの支援・相談体制の充実を図る。

教育環境の充実や教育の効果及び公務の能率の向上の観点から、施設等の適正管理を推進し、健全な学校運営を行う。

●地域教育力向上支援事業

事業
内容

区分

-

わが郷土「利府町」を子供たちに正確に伝えるため、学校現場で地域学習をするうえで必要な資料として小学３～６年生で使用する社会科
副読本「私たちの利府町」の改訂を行う。

教育
指導係

Ｒ６

重点
心のケアハウス
事業

スクールソー
シャルワーカー
配置事業

児童生徒が抱える様々な問題や生
徒指導上の課題に対応する。

教育
指導係

「心のケアハウス」を設置、運営
することにより学校復帰や社会的
自立を目指す児童生徒の居場所づ
くりを行い、不登校児童生徒の学
校復帰や社会的自立を支援する。

不登校児童生徒
のケアハウス利
用率（％）

18

重点

2,300

上段：目標指標
下段：実績指標

●小中学校管理事業

Ｒ４
事業内容

指標内容
（単位）

担当係

担当係

上段：目標指標
下段：実績指標

375 392 360

343 303 311

Ｒ６

22

区分

維持

維持

事業の方向性

維持

維持

拡大

社会科副読本改
訂事業

作成部数（冊）

-

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

重点

事業の方向性

維持

事業の方向性

教育環境の充実を図り、学校施設
の適正管理を行うとともに、生徒
に対し、健康診断等を実施し、健
康の保持増進を図る。

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

経常

４月１日現在小
学校入学児童数
（人）

事業
内容

４月１日現在中
学校入学生徒数
（人）

中学校管理事業

学事係
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指標内容
（単位）

学校給食
センター

（２）時代に即した教育環境の充実　＜重点戦略＞

7 -

176 176

-

事業
内容

心ゆたかな人間性と健やかな心身を育むため、安心、安全で衛生的かつ、安定的に町内小中学校の児童生徒に学校給食を提供する。学校給
食の調理、食器の洗浄等の業務が計画どおり進められるよう、給食施設、設備の点検、修繕を行い、衛生的な作業環境の中で調理等を行
う。

厨房機器更新数
（台）

経常

学校給食
センター

児童生徒の心身の健全な発育のた
め、安全で栄養バランスに配慮し
た多様で魅力ある学校給食を提供
する。

学校給食の提供
（回数）

事業内容

176176 176

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

【成果指標②】学校施設等長寿命化計画の策定等　（令和元年）計画策定 ⇒（令和7年）計画改定

●学校給食センター運営事業

経常

学校給食セン
ター管理事業

安全で安心な学校給食の提供のた
め、学校給食衛生管理基準に基づ
いた衛生管理の実施と施設、調理
機器等の保守点検等により、業務
及び調理作業等の改善に努める。

学校給食の提供
（回数）

176

区分 推進事業名
上段：目標指標
下段：実績指標

学校給食
センター

学校給食センターに設置している
厨房機器について、リースによる
機器の更新を行うことで、安全で
衛生的、かつ安定した給食を提供
する。

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

【成果指標①】ALTの配置数　（令和元年）3人 ⇒（令和7年）6人

109

学校給食セン
ター厨房機器賃
貸借事業

学校給食
センター

食育活動事業
全小中学校の全クラスに対し、栄
養教諭等による食育指導を実施す
る。

食育指導（回）

109 109

学校給食事業

経常

重点
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学校
施設係

5

100 - -

事業進捗率
（％）

学校
施設係

Ｒ５

75

外国語指導支援
事業

80

ALT配置（人）

3 5

●外国語教育推進事業

担当係
Ｒ４

区分

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

85

重点
しらかし台中学
校校舎LED照明灯
改修事業

みやぎ環境交付金事業を活用し、
町内小中学校校舎蛍光灯をＬＥＤ
照明灯へ改修し、電気料の削減及
び照度の増加を図る。

事業進捗率
（％）

100 - -

グローバル化の進展の中で、国際共通語である英語力の向上は、非常に重要なものであることから、各学校段階の学びを接続させ、小中学
校を通じた英語教育の一層の充実・強化を図る。

担当係
Ｒ４

事業
内容

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ６

各校の情報担当
教職員のICT教育
に関する活用
度・満足度
（％）

経常

推進事業名

小中学校を通じた英語教育の一層
の充実・強化を図るため、ＡＬＴ
を配置し、安定した質の高い語学
指導を行う。

●ICT教育推進事業

-

重点

100

体育館の屋上防水について、経年
劣化による破損箇所があり、降雨
時に雨漏りが生じていることか
ら、屋上防水の改修工事を実施
し、体育館の長寿命化を図る。

事業進捗率
（％）

100 -

学校
施設係

- -

利府小学校特別
教室棟屋上防水
改修事業

特別教室棟の屋上防水について、
経年劣化により防水シートが破損
しており、その影響で雨漏りが生
じていることから、屋上防水の改
修工事を実施し、施設の長寿命化
を図る。

重点

Ｒ５ Ｒ６

重点
教育

指導係

学校
施設係

利府西中学校体
育館屋上防水改
修事業

ICT教育推進事業

町立小中学校９校の児童生徒のICT
教育を推進し、児童生徒がタブ
レットやパソコンの操作方法を習
得し、学習成果のみならず、今後
社会に出た時にICTを活用できるよ
うになることを目的とする。

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

しらかし台中学
校校舎屋上防水
等改修事業

校舎の屋上防水について、経年劣
化により防水シートが剥離してお
り、その影響で直下の軒天の塗装
等が剥離・落下し危険なことか
ら、屋上防水の改修工事を実施
し、校舎の長寿命化を図る。

事業進捗率
（％）

Ｒ６Ｒ５

学校施設を計画的に長寿命化を図ることで施設の使用年数を延長し、施設整備に必要なコストの縮減及び予算の平準化を図る。

推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

事業の方向性

事業
内容

区分

●町立学校長寿命化事業

重点

事業
内容

ＩＣＴを活用した学習や教育体制を整備し、情報教育に即した教育充実を図る。また、教員や児童生徒のタブレット端末、大型掲示装置等
を整備したことから、その機器を最大限活用し、情報化社会に適応できる子どもたちを育成できる教育環境を整備する。

学校
施設係

維持

事業の方向性

維持
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経常
交通安全指導員
活動事業

町内各所において定期的な街頭指
導を行うとともに、交通安全教室
等開催時に児童・生徒等に対し交
通安全の意識の高揚等を図る。

交通安全指導員
の定数に対する
充足率（％）

90 95 95

生活
安全係

経常
交通安全運動事
業

交通団体に補助を交付し交通事故
の防止と交通安全思想の普及徹底
等に努める。

交通安全指導員
の定数に対する
充足率（％）

90

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

現状値（令和2年）50.3％⇒中間値（令和7年）55.0％⇒目標値（令和12年）60.0％

◆施策の展開

24

「町は一つの学校」を掲げる本町の地域教育力を最大限に活用し、職場体験学習を実施することにより、望ましい勤労観や職業観を育成す
ると共に生き方教育の充実を図る。

◆目指す姿 地域・学校・行政の連携による町独自の「志教育」が積極的に行われています。

【成果指標②】キャリアシップの受入事業所の業種数　（令和元年）20業種 ⇒（令和7年）25業種

●連携教育推進事業

事業
内容

22

担当係

教育
指導係

地域・学校・行政が連携し、子どもたちを育んでいると思う町民の割合

区分 推進事業名

重点
キャリアシップ
事業

地域企業等と連携し中学２年生を
対象として、職場体験学習を実施
することで、望ましい勤労観や職
業観を育成すると共に生き方教育
の充実を図る。

キャリアシップ
の受入事業所の
業種数（業種）

20

施策３

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

◆成果指標

重点

95 95

生活
安全係

【成果指標①】地域とのかかわりを実感している児童・生徒の割合
　　　　　　　（令和元年）55.2％ ⇒（令和7年）60.0％

【成果指標】利府町通学路交通安全・防犯プログラムにおける対策必要箇所の対策実施済み箇所
　　　　　　（令和元年）1か所 ⇒（令和7年）5か所

●学校安全対策事業

区分 推進事業名

（２）地域と連携した防災・安全教育の推進

事業
内容

全国で相次ぐ登下校中の事故、事件を受け、点検等による通学路の安全確保に向けた取り組みを実施することを目的とする。関係機関が連
携し、通学路の継続的な安全確保や防犯対策を実施する。

地域が一丸となった教育力の推進

Ｒ５ Ｒ６

地域学校安全対
策事業

学校安全指導員（スクールガード
リーダー）を中学校区ごとに１人
配置し、週２日・１日６時間、地
域を巡回することにより、登下校
時の児童生徒を危険から守る。

町内不審者の発
生件数（件）

17 14 11

学校
施設係

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

経常
交通安全施設整
備事業

町内の交通安全施設（道路反射鏡
や道路標示等）の維持管理に努め
るとともに、町内会等の要望に基
づき道路反射鏡等の整備に努め
る。

交通安全指導員
の定数に対する
充足率（％）

90 95 95

生活
安全係

担当係
Ｒ４

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

（１）多様な連携による志教育の推進　＜重点戦略＞
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区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

生涯
学習係

生涯
学習係

経常 健全育成事業

あいさつ運動や巡回活動などを継
続的に実施し、地域の子供たちの
健全育成と安心・安全な地域づく
りを推進する。

34 35

青少年育成指導
員巡回指導に携
わった延べ人数
（人）

32

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

経常

生涯
学習係

2

【成果指標】学校教育の中で活躍する地域協力団体数（個人を含む）
　　　　　　（令和2年）53団体 ⇒（令和7年）60団体

●地域学校協働活動事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

防犯事業
町内の防犯活動等により、防犯意
識の高揚等を図る。

行政情報一斉配
信サービス登録
者数（交通安
全・防犯情報）
（人）

1,500 1,900 2,200

上段：目標指標
下段：実績指標

放課後に安全・安心に活動できる
居場所を確保し、地域住民の参画
を得ながら学習や多様な体験活動
を実施することにより、児童が社
会の中で心豊かに育まれる環境を
つくる。

放課後子ども教
室設置数
（箇所）

重点 家庭教育事業

すべての親が安心して家庭教育を
行えるよう、家庭教育を支援する
人材の養成や、親の学びの機会の
充実や親子と地域のコミュニティ
形成を推進し、子育て環境の充実
を図る。

子ども（土曜
日）の居場所づ
くり事業

子供たちの活動の機会と場を確保
し、地域住民の参画を得ながらス
ポーツや自由遊び、文化活動、
ワークショップ型体験活動を実施
することで、子供たちが喜びや楽
しさを実感し、学ぶ意欲へとつな
げる。

参加者延べ人数
（人）

300 360 384

2

（３）地域学校協働活動の推進

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

事業
内容

次代を担う青少年が、社会の変化に主体的に対応しようとする高い志と意欲を持ち、たくましく思いやりのある人間として成長できる環境
づくりを推進する。また、家庭や地域、学校での日常生活の中にある身近な出来事から豊かな情操とたくましさを育む。

重点

担当係
Ｒ４ Ｒ５

3

500 500 500

生活
安全係

Ｒ６

（４）青少年健全育成の推進

【成果指標】青少年育成指導員巡回指導に携わった延べ人数　（令和元年）31人 ⇒（令和7年）35人

●青少年健全育成事業

生涯
学習係

経常 青少年教育事業

ブラザーシップやジュニア・リー
ダーの活動を支援し、互いに思い
やる気持ちや敬う気持ちを養うと
ともに、他者とのコミュニケー
ション能力を育む。

家庭教育支援講
座の受講者数
（人）

子どもの居場所づくり事業や放課後子ども教室事業等を通して、子供たちが安心して学習や活動できる居場所を確保することで、子供たち
が心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。また、幅広い地域住民等の参画を得ながら学校・家庭・地域が相互にパートナーとし
て連携・協働することにより、地域の教育力の向上と地域社会の活性化を図る。加えて、すべての親が安心して家庭教育を行えるよう、家
庭教育を支援する人材の養成や、親の育ちを応援する学びの機会の充実・親子と地域のつながりをつくる体制づくりを推進する。

24 27

重点
放課後子ども教
室事業

維持
ジュニア・リー
ダーの登録人数
（人）

21

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

生涯
学習係

維持

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

見直し

見直し

事業の方向性
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事業
内容

商工会等との連携を図りながら、創業支援等事業計画に基づく取組を推進するとともに、事業資金を必要とする創業者への融資など資金的
な支援を行う。また、地方創生拠点tsumikiにおいて、起業・創業に向けたセミナーや相談、マッチング等の支援に取り組む。

Ｒ５ Ｒ６

商工係

商工係

経常
中小企業金融支
援事業

事業資金を必要とする創業者の金
融の円滑化を図るため、低金利
で、かつ保証料の全額を助成する
ことにより、経営の合理化と健全
な発展に資する。

振興資金の新規
利用事業者数
（件）

22 35 35

経常

◆成果指標 町内の産業に誇りや魅力を感じる町民の割合

現状値（令和2年）38.6％⇒中間値（令和7年）42.0％⇒目標値（令和12年）45.0％

◆施策の展開

（１）地域企業の支援・育成　＜重点戦略＞

【成果指標②】新たな商品開発数（地域ブランド商品の開発数）
　　　　　　　（令和2年）11種類 ⇒（令和7年）13種類

【成果指標①】振興資金の新規利用事業者数　（令和元年）29件 ⇒（令和5年）35件

政策４ 活力のある地域産業づくり

施策１ 魅力ある商工業の振興と雇用の促進

◆目指す姿 地元企業の安定した経営、企業誘致、起業の創出が図られ、産業の活性化と商工業の振興によ
り雇用が拡大しています。

●商工業振興事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

賑わいと活力に満ちた産業の振興を図るため、各種商工団体や経済団体と連携しながら、適正な育成・指導を行い、地域経済の活性化に努
める。また、地方創生拠点tsumikiにおいて、新商品開発等に向けたセミナーや相談、マッチング等の支援に取り組む。

商工係経常 商工業振興事業

賑わいと活力に満ちた産業の振興
を図るため、各種商工団体や経済
団体と連携しながら、適正な育
成・指導を行い、地域経済の活性
化に努める。

商工会相談及び
指導件数（経
営、金融、税
務、労働等）
（件）

1,987 2,034 2,082

●起業・創業推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

新事業チャレン
ジ応援事業

経営環境の変化を捉えた業務転換
や拡大、生産性向上のための設備
投資などを支援し、企業等の経営
基盤の強化と地域資源の創出を図
る。

担当係
Ｒ４

シティ
セールス

係
重点

まち・ひと・し
ごと創造ステー
ション運営事業

商工係

tsumikiの支援に
よる新商品開発
件数（件）

3 3 3

重点 申請件数（件）

10 - -

地方創生拠点tsumikiにおいて、起
業・創業及び新商品開発や新規事
業の創出のほか、市民活動サポー
ト、駅前の活性化、シビックプラ
イドの醸成等を図るための多様な
企画を展開する。

（再掲）
商工業振興事業

賑わいと活力に満ちた産業の振興
を図るため、各種商工団体や経済
団体と連携しながら、適正な育
成・指導を行い、地域経済の活性
化に努める。

商工会相談及び
指導件数（経
営、金融、税
務、労働等）
（件）

1,987 2,034 2,082

事業の方向性

維持

維持

見直し

事業の方向性

維持

維持
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事業
内容

本町の発展の原動力である中小企業の安定した経営を支援するため、関係機関と連携し、融資制度や各種支援制度の利用促進を図る。ま
た、企業間の交流・連携に向けたマッチングを支援し、新たな産業の創出に繋げる。

事業
内容

総合計画に掲げた目標人口の達成に向け、職住近接の環境づくりが重要となることから、企業誘致の強化を推進する。

重点

（再掲）
まち・ひと・し
ごと創造ステー
ション運営事業

地方創生拠点tsumikiにおいて、起
業・創業及び新商品開発等のほ
か、市民活動サポート、賑わいづ
くり、シビックプライドの醸成等
を図るための多様な企画を展開す
る。

起業件数（法人
登記・開業届・
その他屋号を
持っての事業活
動）（件）

経常
企業誘致ＰＲ事
業

企業誘致に向け、ホームページ等
で情報発信を行うとともに、宮城
県と連携しながら、本町への出店
を希望する事業者に対し、民間の
空き店舗情報も含め提供する。

対応企業数
（社）

3 3

5 5 5

（再掲）
中小企業金融支
援事業

関係機関と連携し、融資制度や各
種支援制度の利用促進を図る。ま
た、企業間の交流・連携に向けた
マッチングを支援し、新たな産業
の創出に繋げる。

振興資金の新規
利用事業者数
（件）

22 35

●企業誘致事業

シティ
セールス

係

商工係

35

経常

区分 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

立地セミナーで
利府町に興味を
持った企業数
※アンケート
（社）

10 10 10

推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

シティ
セールス

係

●中小企業支援事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

（２）企業誘致の強化　＜重点戦略＞

【成果指標】新たに立地した事業者数　（令和2年）3企業 ⇒（令和5年）5企業

経常
企業立地セミ
ナー事業

企業誘致に向け、年２回開催され
る宮城県企業立地セミナーに参加
し、町の特産品や魅力を紹介する
などのＰＲを行う。

3

シティ
セールス

係

重点
（再掲）
仙塩広域都市計
画事業

利府町都市マスタープランに掲げ
る成長と成熟による持続可能な発
展に向けた「戦略的なまちづく
り」にチャレンジするため、地域
特性を生かした土地利用の促進を
図る。

市街化率（％）

21.1 21.1 21.1

都市
計画係

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
事業の方向性

見直し

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

拡大

拡大
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事業
内容

賑わいと活力に満ちた産業の振興を図るため、商工会や観光協会と連携しながら、地域経済の活性化に努める。

事業
内容

町内企業の積極的な情報発信や職場体験、教育分野との連携事業に取り組み、若い世代の産業・企業への関心や理解、就業意欲の醸成を図
り、地元企業の持続的な人材確保と雇用の安定を図る。

重点
十符の里ーALL
RIFU産業祭実施
事業

町民や地域事業者が主役となる町
民総ぐるみによる「オール利府
町」地域産業イベントを通して、
地元事業所の取組みなどを知るこ
とにより、新たな交流人口の創出
を図る。

来場者数（人）

重点

担当係
Ｒ６

5,500 6,000

Ｒ４ Ｒ５

商工係

（再掲）新事業
チャレンジ応援
事業

経営環境の変化を捉えた業務転換
や拡大、生産性向上のための設備
投資などを支援し、企業等の経営
基盤の強化と地域資源の創出を図
る。

申請件数（件）

10 - -

●地域経済活性化事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

（３）地域経済の活性化

【成果指標】地元購買率　（平成30年）65.1％ ⇒（令和5年）68.0％

経常 就業支援事業

仙台地域内の高校2年生を対象に域
内の産業・企業への関心と理解の
推進及び就業意欲の醸成を図るた
め、令和2年度から令和4年度まで
の3か年事業として、県及び域内の
自治体と合同で企業説明会を実施
する。

参加人数（人）

490 - -

（４）雇用の確保・拡大

【成果指標】町内の従業者数　（平成28年）10,571人 ⇒（令和5年）11,000人

観光係

6,000

上段：目標指標
下段：実績指標

商工係

●雇用対策事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業の方向性

維持

維持

事業の方向性

維持
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重点

重点
地場産品等販売
促進事業

春日PAの上下線の一部を使用し、
８月中旬から１１月上旬に掛けて
地場産品である、梨やはちみつ等
の販売を行う。春日PAは三陸道で
は数少ないパーキングエリアとし
て多くの利用者があり、町外に向
けて地場産品の発信や観光発信を
行う。

出店日数（日）

35 35 35

重点 来場者数（人）

5,500 6,000 6,000

JAF観光連携推進
事業

平成３０年と令和元年度において
は、JAF等との連携によりオートテ
ストを実施し、令和２年度に第1回
「利府ラリー」を実施した。令和
３年度以降には、TGRラリチャレを
開催し、春・秋の年２回の公道ラ
リーを実施する。

参加人数（人）

3,000 5,000 5,000

観光係

（再掲）
十符の里ーALL
RIFU産業祭実施
事業

これまでのお祭りの伝統は継承し
つつ、より町民や地域事業者が主
役となる町民総ぐるみによるイベ
ントを行い、「オール利府町」地
域産業イベントとして町民から事
業者までが一体となったイベント
を通して、地元事業所の取組みな
どを知ることにより、新たな交流
人口の創出を図る。

観光係

観光係

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

観光係

観光団体育成事
業

1,670

観光係

維持

維持

維持

維持

経常

利府町の観光資源を活用した、観
光協会主催の「小さな旅」や観光
梨園等の運営、利府町公式キャラ
クターリーフちゃんを広く発信す
る。

観光入込客数
（千人）

1,200 1,650

利府町賛歌リメ
イク版制作事業

町制施行20周年に作成した利府町
賛歌を利府町観光大使版にリメイ
クし、町民のシビックプライドの
醸成及び利府町を広く全国に発信
を行う。

事業実施数
（事業）

●観光推進事業

区分 推進事業名

事業
内容

利府町の歴史・文化・スポーツ・産業などの地域資源を広く発信し、国内外から多くの観光客の誘客を図る。

重点

施策２ 地域資源を生かした賑わいある観光振興

◆目指す姿

◆成果指標 観光入込客数

現状値（令和元年）1,597,778人⇒中間値（令和5年）1,650,000人
⇒目標値（令和12年）1,750,000人

イベントへの
出店回数（回）

5 5 5

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

4 - -

観光係

町の魅力が広く発信され、国内外からの多くの観光客で賑わっています。

◆施策の展開

（１）町の特性を生かした新たな観光振興　＜重点戦略＞

【成果指標】体験型観光利用者数　（令和元年）2,225人⇒（令和5年）2,400人

維持

拡大

経常
観光情報ＰＲ事
業

ホームページやＳＮＳ、パンフ
レットでの情報発信を行うほか、
イベントに出店し、特産品を販売
するなど、観光ＰＲ活動を行う。

事業の方向性
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推進事業名 事業内容

重点
浜田・須賀地区
復興創生プラン
事業

地区事業者等の取組を支援すると
ともに、表松島の魅力的な景観や
地域資源を生かした体験型観光等
を広く発信する。

ハマスカを推進
する組織団体の
設立（R5以降は
当該団体主体の
事業数）
（団体・事業
数）

1 3 5

オリジナル返礼品として、観光事
業等と連携し、新幹線車両基地ツ
アーや利府町観光大使が本町を訪
れた際に観光大使自らが企画した
ツアー等を実施する。

オリジナル返礼
品ツアー等参加
者（人）

20 20 20

（２）観光プロモーションの推進　＜重点戦略＞

【成果指標】観光ホームページアクセス数（年間） （令和元年）20,000件 ⇒（令和5年）21,000件

●観光プロモーション推進事業

区分

観光係

担当係
上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

観光に関するホームページやＳＮＳ、パンフレット冊子等を活用した情報発信に取り組むとともに、各種イベントへの出店等により町のＰ
Ｒを行う。また、浜田・須賀地区復興創生プランに基づき、観光ポテンシャルの高い表松島の積極的なＰＲを行う。

農林
水産係

観光係

観光係維持

維持

拡大

シティ
セールス

係

指標内容
（単位）

事業
内容

経常
（再掲）
観光情報ＰＲ事
業

ホームページやＳＮＳ、パンフ
レットでの情報発信を行うほか、
イベントに出店し、特産品を販売
するなど、観光ＰＲ活動を行う。

イベントへの
出店回数（回）

5 5 5

重点
６次産業化推進
事業

「利府町６次産業化事業」に基づ
き、６次産業化に係る人材育成、
地場産品を活用した新規商品の開
発及び販路開拓活動を支援し農産
物等の付加価値の向上を促進す
る。

６次産業化によ
る商品開発数
（品）

3 5 6

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
事業の方向性

重点
体験観光事業
（ヨット教室事
業）

表松島としての本町の知名度向上
を図るためヨット教室など新たな
取組を支援し、体験観光を推進す
る。

実施回数（回）

2 2 2

重点
利府町PRおもて
なし事業

東京オリンピックのレガシーイベ
ントの実施や各種イベントを通じ
て、町民のシビックプライドの醸
成とコロナ禍における地場産業と
地域経済の活性化を図る。

イベント出店数
（回）

3 - -

シティ
セールス

係
重点

オリジナル返礼
品拡大事業

事業の方向性

維持

見直し

拡大
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（３）インバウンドの拡大

【成果指標】外国人の宿泊客数　（令和元年）592人 ⇒（令和5年）700人

-

観光係重点

地域おこし協力
隊推進事業（観
光プロモーショ
ン）

海外からのインバウンド拡大に向
け、YouTube配信等により本町の魅
力や情報発信を積極的に行う。

YouTube登録数
（利府さんぽ）
（人）

300 -

経常
（再掲）
観光情報ＰＲ事
業

政策係経常 国際交流事業

利府町国際交流協会及び宮城県国
際化協会と連携し、地域における
国際化の意識の高揚と多文化共生
への理解促進に努める。

国際交流に関す
る取組のPR件数
（件）

14 16 18

ホームページやＳＮＳ、パンフ
レットでの情報発信を行うほか、
イベントに出店し、特産品を販売
するなど、観光ＰＲ活動を行う。

イベントへの
出店回数（回）

5 5 5

観光係

●インバウンド拡大事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

海外からインバウンドの受入れや観光推進を行う。

事業の方向性

維持

維持

維持
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農林
水産係

経常
町民農園運営事
業

農作業体験による農業の役割等の
理解の向上と体力維持、心のリハ
ビリなどが期待される。

提供区画数
（区画）

54 54 54

◆成果指標 第１次産業（農業・漁業）総生産額

施策３ 地域に根ざした活力ある農林水産業の振興

◆目指す姿 第１次産業の担い手が確保・育成され、就業者数や総生産額が増加しています。

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

現状値（令和2年）333,000千円⇒中間値（令和7年）340,000千円
⇒目標値（令和12年）350,000千円

◆施策の展開

（１）農産物、水産物の付加価値の向上

【成果指標】６次産業化による商品開発数　（令和2年）1品 ⇒（令和7年）5品

●6次産業化推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

「利府町６次産業化事業」に基づき、６次産業化に係る人材育成、地場産品を活用した新規商品の開発及び販路開拓活動を支援し農産物等
の付加価値の向上を促進する。

事業の方向性

農林
水産係

重点
（再掲）
６次産業化推進
事業

「利府町６次産業化事業」に基づ
き、６次産業化に係る人材育成、
地場産品を活用した新規商品の開
発及び販路開拓活動を支援し農産
物等の付加価値の向上を促進す
る。

６次産業化によ
る商品開発数
（品）

3 5 6

拡大

経常
家畜防疫対策事
業

家畜伝染病予防法及び家畜防疫対
策要綱に基づき予防接種等を支援
する。

接種率
（％以上）

100 100 100

（２）組織化の促進と担い手の確保・育成

【成果指標】担い手数　（令和2年）43人 ⇒（令和7年）48人

●農林水産業振興事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

農業の振興を図るため、関係団体と連携を図り、経営所得安定対策を推進するとともに、各種補助事業を実施し、都市近郊農業の推進に努
める。

事業の方向性

農林
水産係

農林
水産係

6

維持

維持

30

農林
水産係

維持

経常
農地流動化地域
総合推進事業

農地利用集積促進のため、借り上
げた農地の賃借料の一部を補助し
遊休農地の減少を図る。

対象者（人）

6 6

経常
水田活用推進対
策事業

主食用米の需要に応じた生産・販
売を行うため、利府町地域農業推
進協議会水田フル活用ビジョンを
定め、宮城県の基幹作物の大豆作
付の支援を行う。

生産調整作物面
積（ha）

24 29

維持
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地域おこし協力
隊推進事業（就
農支援）

農業の衰退防止や本町への移住・
定住促進を目的として、「利府町
地域おこし協力隊」を募集・委嘱
し、住宅の借上げや農業(梨)研修
等の支援を行いながら、農業経営
の担い手を育成する。

就農数（人）

1 1

重点

-

18 18

経常

農林
水産係

農林
水産係

農林
水産係

農林
水産係

有害鳥獣駆除対
策事業

鳥獣等による農作物被害が拡大し
ていることから、イノシシ用罠を
増設し成果を上げているほか、予
防措置の被害防止用罠の購入に対
し補助を行い被害の防止を図る。

54

農業団体助成事
業

みやぎ農業振興公社に対し、原種
苗事業に係る経費について負担す
ることで、各品種の病害のまん延
を防止する。

団体数（団体）

1 1 1

農林
水産係

18

経常
果樹生産拡大事
業

果樹の生産拡大のため省力化や減
農薬事業に対し事業費の補助を実
施し生産農地の拡大を図る。

経常 目撃情報（件）

実施農家数
（人）

52 53

経常
農業振興地域整
備促進事業

利府町の農業経営や振興計画策定
を行い持続的な農業経営を推進す
る。

認定農業者数
（人）

30 31 32

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

農業者の満足度
（苦情件数）
（件）

5 4 4

【成果指標】遊休農地の総面積　（令和2年）14.4ha ⇒（令和7年）14.2ha

●農林水産基盤整備事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

農業用施設の適切な維持管理・点検等を行うほか、基盤となる施設・農地等については整備計画を策定し実施することで、遊休農地の増加
を防ぐ。

28

農水
施設係

農水
施設係

4

維持

（３）生産基盤の保全と整備

経常
農道等維持管理
事業

農道等の維持管理を適切に行うこ
とで、農業者の負担軽減を図る。

農業者の満足度
（苦情件数）
（件）

5

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

農水
施設係

4

経常
漁港施設管理事
業

漁港の維持管理を適切に行うこと
で施設の延命化と漁業者の安全確
保と利便性を確保する。

漁業者数（人）

28 28

経常
農業用施設管理
事業

農業用施設の適切な管理を行うこ
とで、施設の延命化と災害等の被
災軽減を図る。

維持

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

維持

事業の方向性

維持
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農水
施設係重点

明神沢溜池改修
事業

老朽化及び漏水が確認され、堤体
の破堤の危険がある。また、当た
め池は、約2割の灌漑用水として供
給しており、今後も継続し利用し
ていくため改修工事を行う。

整備率（％）

19 100 -

農林
水産係

農水
施設係

重点
森林経営管理事
業

森林経営管理計画を策定すること
により、民有林の整備されていな
い森林管理を行うことで、管理の
適正化を一体的に促進し、森林の
持続的な発展及び森林の有する多
面的機能を発揮することを目的と
する。

民有林の未整備
森林の経営管理
計画策定達成率
（％）

20 40 40

重点
土地改良適正化
事業（横枕３号
堰）

農業用施設の適切な維持管理によ
り、農業用水の安定供給を図るた
め、農業用堰、ポンプ場の整備補
修に必要となる経費の一部を積み
立て、計画的に改修を行う。

整備率（％）

100 - -

農地係重点
農業行政システ
ム移行事業

農地を管理しているシステム「農
地情報公開システム」へ移行を行
うことで農業委員会が行っている
事務機能の一本化を図ることで作
業の効率化となる。

台帳整備率
（％）

100 - -

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
事業の方向性

維持

維持

維持

維持
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危機
管理係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

危機
管理係

- 1

59 60

経常 防災事業

消防防災指導員を配置し、防災・
減災活動に関する指導等を行う。
また、災害に備え、防災設備の適
正な維持管理を行う。

消防・防災に対
する備えが整っ
ていると思う町
民の割合（％）

58

塩釜地区消防事務組合への構成市
町村負担金を支出し、常備消防の
維持、強化を推進する。

消防・防災に対
する備えが整っ
ていると思う町
民の割合（％）

58 59 60

政策５ 安心・安全に暮らせる環境づくり

施策１ 消防・防災の強化

◆目指す姿 消防体制や防災体制が向上し、大規模災害等に備えた総合的な対応が進んでいます。

●消防体制推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

◆成果指標

事業
内容

住民の生命、身体及び財産を災害から保護するとともに、風水被害又は地震等の災害を防ぎょ及びこれらの災害に因る被害を軽減するため
消防体制の強化を図り、消防団ほか関係団体と連携し、消防活動を積極的に推進する。また、町消防施設整備方針に基づき、消防施設の整
備強化を図るとともに、塩釜地区消防事務組合と連携し、消防防災対策を積極的に推進する。

消防・防災に対する備えが整っていると思う町民の割合

現状値（令和2年）57.2％⇒中間値（令和7年）61.0％⇒目標値（令和12年）65.0％

◆施策の展開

（１）消防体制の強化

【成果指標】消防団員の定数に対する充足率　（令和2年）83.2％ ⇒（令和7年）90.0％

危機
管理係

危機
管理係

59 60

消防施設整備事
業

消防施設の新設や維持管理を行
い、防火力の強化を図る。

消防・防災に対
する備えが整っ
ていると思う町
民の割合（％）

58

経常 消防団事業

経常

風水害や地震による災害及び火災
への備えとして、消防団装備を充
実させるとともに、火災防ぎょ訓
練等を実施し、消防技術の向上に
努め消防体制の強化を図る。

事業の方向性

維持

維持

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

消防・防災に対
する備えが整っ
ていると思う町
民の割合（％）

58 59 60

重点
消防団車庫兼詰
め所・ホース乾
燥塔整備事業

災害時の待機場所及び幹部会議の
内容等を示達するなど団員相互の
コミュニケーションをとる場所の
確保により、迅速な対応が可能と
なり、町の消防体制の強化につな
がる。

建て替え済数
（箇所）

1

（２）防災機能の強化

【成果指標】行政情報一斉配信サービス登録者数（災害・防災情報）
　　　　　　（令和2年）1,033人 ⇒（令和7年）2,500人

●防災対策事業

事業
内容

災害発生に備え、利府町地域防災計画に基づく迅速な災害対応体制を整備し、住民の生命及び財産の被害軽減を図るとともに、地域防災力
向上を積極的に推進し、災害による被害の軽減を図る。

経常
消防事務組合事
業

危機
管理係

担当係

維持

維持

事業の方向性

維持
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Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

●耐震性建築物普及促進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

木造住宅耐震改
修工事助成件数
（件）

4

経常
木造住宅耐震改
修工事助成事業

住民が自己の所有する耐震対策が
行われていない住宅を建替若しく
は耐震改修工事を行った場合に当
該費用の一部を助成する。

4 4

経常
木造住宅耐震診
断助成事業

住民が自己の所有する耐震対策が
行われていない住宅を耐震診断し
た場合に当該費用の一部を助成す
る。

木造住宅耐震診
断件数（件）

10 10 10

事業
内容

大規模自然災害のあらゆるリスクに備え、最悪の事態に陥ることがないよう、防災の範囲を超えた横断的かつ総合的な対応を推進する。

都市
計画係

維持
都市

計画係
経常

危険ブロック塀
等除却助成事業

住民が自己の所有するブロック塀
等を除却した場合に当該費用の一
部を助成する。

危険ブロック塀
除却件数（件）

10 10 10

都市
計画係

事業
内容

地震時の事故を未然に防止するため、自己の所有する危険ブロック塀の除却及び住宅の耐震化等に対し、総合的に支援し災害に強いまちづ
くりを推進する。

重点

大規模盛土造成
地変動予測調査
事業（第二次ス
クリーニング計
画）

第一次スクリーニング（宮城県実
施）において、一定の要件を満た
す大規模盛土造成地（町内３５箇
所）の活動崩落等の危険度を把握
し、対策工事までのスクリーニン
グの計画書を策定する。

進捗率（％）

（３）国土強靭化の推進

【成果指標】国土強靭化地域計画の策定等　（令和2年）計画策定 ⇒（令和7年）計画改定

●国土強靭化推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

維持

危機
管理係

重点
防災マップ作成
事業

災害対策基本法の改正に伴い、防
災マップの情報を更新し町民に配
布をすることにより災害に対する
関心を高めさせ、災害時の対応力
の高揚を図る。

更新回数（回）

1 - -

利府町地域防災
計画改定事業

風水害等の各種災害に対して、町
民の生命、身体、財産を保護する
とともに、災害による被害を軽減
し、防災活動の計画的な推進を図
る。

改定済数（回）

1

重点

- -

危機
管理係

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

都市
計画係

50 100 -

事業の方向性

維持

維持

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持
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1,900 2,200

生活
安全係

生活
安全係

（２）防犯機能の強化

【成果指標】行政情報一斉配信サービス登録者数（交通安全・防犯情報）
　　　　　　（令和2年）722人 ⇒（令和7年）2,500人

●防犯対策事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

生活
安全係

経常
防犯灯等賃貸借
事業

町内会や町が管理する防犯灯及び
道路照明灯について、既存のエ
バーライトや水銀灯等から、長寿
命で省エネルギー効果の高いＬＥ
Ｄ灯具への交換を行い、電気料金
や交換費用等の維持管理に要する
経費の削減を図り、賃貸借期間満
了後、防犯灯及び道路照明灯につ
いて、無償で譲渡を受け取得す
る。

行政情報一斉配
信サービス登録
者数（交通安
全・防犯情報）
（人）

1,500

事業
内容

防犯灯などの防犯施設の整備に努めるとともに、地域等と連携した防犯活動や防犯意識の高揚に努める。

95 95

経常
（再掲）
交通安全運動事
業

交通団体に補助を交付し交通事故
の防止と交通安全思想の普及徹底
等に努める。

交通安全指導員
の定数に対する
充足率（％）

90 95 95

経常
（再掲）
交通安全施設整
備事業

町内の交通安全施設（道路反射鏡
や道路標示等）の維持管理に努め
るとともに、町内会等の要望に基
づき道路反射鏡等の整備に努め
る。

交通安全指導員
の定数に対する
充足率（％）

90

事業
内容

施策２ 交通安全・防犯対策の推進

経常
（再掲）
交通安全指導員
活動事業

町内各所において定期的な街頭指
導を行うとともに、交通安全教室
等開催時に児童・生徒等に対し交
通安全の意識の高揚等を図る。

交通安全指導員
の定数に対する
充足率（％）

90 95

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

95

生活
安全係

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

維持

Ｒ５ Ｒ６

経常
（再掲）
防犯事業

町内の防犯活動等により、防犯意
識の高揚等を図る。

行政情報一斉配
信サービス登録
者数（交通安
全・防犯情報）
（人）

1,500 1,900 2,200

交通安全対策等が整っていると感じる町民の割合

現状値（令和2年）43.2％⇒中間値（令和7年）49.0％⇒目標値（令和12年）55.0％

◆施策の展開

（１）交通安全対策の推進

【成果指標】交通安全指導員の定数に対する充足率　（令和2年）90.0％ ⇒（令和7年）95.0％

●交通安全対策事業

利府町交通安全指導員の設置、警察及び交通安全協会等の関係機関と緊密に連携し、交通安全啓発活動により交通安全意識の高揚及び交通
事故の防止に努めるとともに、交通安全施設（道路反射鏡、路面標示等）の整備及び維持管理に努める。

生活
安全係

事業の方向性

維持

維持

維持

事業の方向性

維持

◆目指す姿 町内における交通安全対策や防犯機能が強化されています。

◆成果指標
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商工係経常
消費者行政強化
事業及び推進基
金事業

複雑かつ多様化する消費者トラブ
ルに対応するため、消費生活相談
員を配置し、相談体制の充実を図
るとともに、被害の未然防止に向
けた啓蒙活動に努める。

相談件数（件）

15 15 15

維持

事業の方向性

●消費生活関連事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

消費トラブルを防止するため、消費生活の啓蒙普及を図るとともに、消費生活相談員による相談対応を行い、住民が安全・安心して生活が
できるように努める。
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事業
内容

計画的な水道施設の整備、更新や適正な水質管理体制、安心･安全な水の供給に努める。

事業
内容

近年、全国的に人口減少や節水機器の普及、節水意識の向上等により、給水量は減少する傾向にあり、今後も水道事業の給水収益の減少が
想定される。このため、将来に向けた水道施設の更新費用の平準化や計画的な資金確保が必要となってくる。安定した給水を継続していく
ためには、水道施設を計画的に更新し、資産を健全な状態で引き継いでいく必要がある。

推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

●上水道経営管理事業

担当係

経常 水道経営事業

水道事業アセットマネジメント及
び水道事業ビジョンに基づき計画
的かつ効率的に事業を推進し、安
定した事業経営の確保と安全でお
いしい水の安定供給に努める。

水道料金の徴収
率（％）

経営係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

99 99 99

区分

施策３ 上水道の安定供給と下水道の適正管理

◆目指す姿 安全でおいしい水が供給され、下水道の適正管理が行われています。

◆成果指標 安全な水道水の供給（水質異常件数）

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

現状値（令和2年）0件/年⇒中間値（令和7年）0件/年⇒目標値（令和12年）0件/年

◆施策の展開

（１）水道水の安定的な供給

【成果指標】突発的な断水事故件数　（令和2年）1件／年 ⇒（令和7年）0件／年

●上水道管理事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

計画的な水道施設の保守点検・補修、漏水調査及び水質検査を実施し、安心・安全な水道水の安定的な供給を目的とする。

事業の方向性

0

管理係経常
取水・浄水・配
水施設維持管理
事業

安定した水道水の供給を図るた
め、既設水道施設の定期的な点検
や維持補修を行う。

補修箇所数
（箇所）

35 35 35

維持

維持 管理係

経常 漏水対策事業
給水区域をブロック化しローテー
ションにより、計画的に漏水調査
を行い有収率の向上を図る。

有収率（％） 管理係

86 87 88

経常 水質検査事業

安全でおいしい水を供給するた
め、原水から給水栓までの水質検
査を計画的に実施し、維持してい
く。

水質異常件数
（件）

0 0

維持

事業の方向性

維持

●上水道整備事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

整備係経常
水道施設耐震化
事業

町内8ヶ所の布設替工事を行い、管
路の耐震化を推進する。

更新延長（m）

950 950 950

事業の方向性

維持
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Ｒ５ Ｒ６

経営係

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

重点
下水道ストック
マネジメント事
業

老朽化する下水道施設について、
計画的且つ効果的に点検・調査・
改築・修繕を実施することを目的
に、具体的な改築・更新などの計
画を策定する。

下水道の普及率
（％）

97 - -

事業の方向性

事業
内容

本町の下水道は、令和2年度から公営企業会計に移行しており、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に努める。

経常 下水道経営事業

都市化による豪雨等でも住民の安
心・安全に向けた都市整備を実現
するために、浸水被害防止に向け
た事業を実施している。雨水分に
ついては一般会計繰入金の他、国
庫補助金や企業債を活用し、計画
的な整備・維持管理に努める。

下水道使用料の
徴収率（％）

94 94 94

区分 推進事業名 事業内容

Ｒ５ Ｒ６

（２）下水道施設の適正管理

【成果指標】下水道の普及率　（令和2年）95.5％ ⇒（令和7年）96.0％

事業
内容

下水道施設と雨水幹線の計画的な整備･更新を図る。

●下水道管理事業

区分

事業
内容

下水道施設の計画的な点検・補修を行い、適正な維持管理を行う。

経常
下水道維持管理
事業

担当係
Ｒ４

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

布設延長（m）

要補修箇所
（件）

30 30 30

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

200 200 200

整備係

補修箇所
（箇所）

30 30 30

管理係

経常 不明水対策事業
溢水被害軽減を目的に、原因究明
と対策を行う。

経常
下水道整備事業
（汚水）

水質汚濁の防止とトイレの水洗化
を行い、生活環境の向上を図るた
め、公共下水道の整備を推進す
る。

推進事業名 事業内容

下水道中継ポンプ場、マンホール
ポンプの保守点検を実施し、故障
などの事故を未然に防ぐ。

整備係

管理係

整備係

180 180 180

●下水道経営事業

経常
下水道整備事業
（雨水）

大雨時の溢水対策として、近隣住
民が安心・安全に暮らせるよう浸
水被害が多い雨水幹線の整備を推
進する。

布設延長（m）

維持

事業の方向性

維持

維持

事業の方向性

維持

維持

維持

●下水道整備事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標
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管理係経常
合併処理浄化槽
設置事業

合併処理浄化槽の設置費用に対し
補助金を交付し、生活環境の向上
に寄与する。

管理係

●合併処理浄化槽普及事業

区分 推進事業名

事業
内容

下水道処理区域外地区において、し尿処理及び生活雑排水の適切な処理を行うため、合併処理浄化槽の設置と適正な維持管理の費用を補助
し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを目的とする。

事業内容
指標内容
（単位）

合併処理浄化槽
設置補助金交付
件数（件）

4 4 4

経常
合併処理浄化槽
維持管理補助事
業

合併処理浄化槽の適正な維持管理
の費用に対し補助金を交付し、生
活環境の向上に寄与する。

合併処理浄化槽
維持管理補助金
交付件数（件）

160 160 160

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

整備係

（３）災害時・緊急時に向けた対策

【成果指標】水道管の耐震普及率　（令和2年）10.7％ ⇒（令和7年）12.1％

●水道管耐震普及事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

経常
（再掲）
水道施設耐震化
事業

町内8ヶ所の布設替工事を行い、管
路の耐震化を推進する。

更新延長（m）

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

水道管･浄水場施設の耐震化を図り、災害に強いライフラインの確保に努める。

事業の方向性

維持

950 950 950

上段：目標指標
下段：実績指標 事業の方向性

維持

維持
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●文化財保護・調査事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

経常 文化財保護事業

文化財説明板・保護標柱を新設・
修繕し遺跡環境整備を実施。二市
三町合同縄文土器づくり教室や、
春日ＰＡ・松島湾三町合同展示、
遺跡紹介冊子を配付し文化財のＰ
Ｒを図る。

文化財保護法に
基づく申請及び
届出の受理伝達
件数（件）

130

Ｒ５ Ｒ６

政策６ 豊かな心を育む生きがいづくり

施策１ 豊かな芸術・文化・生涯学習の推進

◆目指す姿 芸術・文化活動や生涯学習活動が盛んに行われています。

事業
内容

芸術・文化活動を推進する指導者や団体の育成、支援に努め、創造性豊かな新しい利府の文化を生み出す環境づくりを推進する。

事業
内容

地域の宝である文化財を後世へ保存・継承するために、文化財を適切に管理すると同時に、各種事業により町民の歴史に対する興味を高
め、郷土愛の滋養を図る。

経常
文化交流セン
ター管理運営事
業

「住民みんなで支え成長する新拠
点」として、文化交流センター
「リフノス」の運営等により、芸
術・文化に接する機会の提供や活
動団体間の交流を推進する。

リフノスの年間
利用者数（人）

148,000 149,000 150,000

◆成果指標 豊かな文化が育まれていると思う町民の割合

現状値（令和2年）40.1％⇒中間値（令和7年）45.0％⇒目標値（令和12年）50.0％

◆施策の展開

（１）芸術・文化活動の推進

【成果指標②】利府町文化交流センター利用登録団体数（文化芸術関係団体）
　　　　　　　（令和2年）－ ⇒（令和7年）143団体以上

【成果指標①】利府町文化交流センター利用者数　（令和2年）－ ⇒（令和7年）147,000人以上／年

●文化交流センター事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

新たな文化交流拠点となる文化交流センター「リフノス」は、指定管理者と施設の管理運営委託として、令和２年度に令和３年度から令和
７年度の５年間について契約を締結している。施設の日常的な利用率や、団体活動等の参加率の向上が図られ、一層の芸術・文化活動の促
進活性化が見込まれる。また、文化・芸術活動に触れる機会の増大や、多彩なイベント開催等により、新たな文化の楽しみ方の発信や多彩
なコミュニティ、交流促進が図られる。

事業の方向性

地区教養教室の
開催数（回）

25 25 25

文化
振興係

リフノス
係

維持

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

（２）歴史・文化の保存、伝承と活用

【成果指標】郷土ふれあい学習会の参加者数　（令和2年）811人 ⇒（令和7年）1,000人

●芸術・文化振興事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

経常
分館長・公民館
活動事業

分館長会議において地区教養教室
の周知を行い、各地区における生
涯学習の機会の提供を行う。

文化
振興係

130 130
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事業
内容

生涯を通して学び続けられる機会の提供と環境づくりを推進するとともに、学校・家庭・地域の支えとなり、地域に根ざした生涯学習の充
実を図る。

経常 郷土資料館事業

郷土ふれあい学習会として羽子板
づくり教室、縄文土器クッキーづ
くり教室を開催し、出前講座によ
る歴史教室を実施する。また、Ｓ
ＮＳやＨＰを利用した資料公開を
実施する。

郷土資料館入館
者数（人）

-

担当係

- 3,300

文化
振興係

重点

文化
振興係

110

文化
振興係

重点
十符の菅薦伝承
事業

十符の菅薦の復元制作を行うこと
により技術の継承・普及を図る。
また、親子や一般向けのワーク
ショップを開催することにより伝
統文化の継承及び交流人口の拡大
につなげる。

ワークショップ
参加者数（人）

30 40 50

推進事業名 事業内容

埋蔵文化財公開
活用事業

収蔵資料を再整理し、企画展示を
実施する。文化財説明板を新設し
遺跡環境整備を実施する。勾玉作
り教室や遺跡紹介の教材を作成、
配付し、文化財のＰＲを実施す
る。

再整理資料数
（箱）

110 110

（３）生涯学習の推進

【成果指標①】生涯学習関連教室の参加者数　（令和2年）790人 ⇒（令和7年）850人

【成果指標②】町民一人あたりの図書の年間貸出冊数　（令和2年）3.7冊 ⇒（令和7年）8.5冊

●生涯学習推進事業

14,500

区分 事業の方向性

維持経常
生涯学習ガイド
作成事業

町の生涯学習関連事業を周知する
ため、生涯学習ガイドを作成し配
布する。

発行部数（冊）
生涯

学習係

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

14,500 14,500

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
事業の方向性

維持

維持

維持
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事業
内容

町民がスポーツに親しみ、生涯にわたり健康で充実した生活を営むことができるよう、スポーツ機会を提供する。また、スポーツを始める
きっかけとなるようスポーツ観戦を楽しめる機会の充実に努める。

事業
内容

町民、活動団体等が主体となったスポーツ振興を図れるよう人材育成や活動団体等の支援を推進する。

現状値（令和2年）70.3％⇒中間値（令和7年）75.0％⇒目標値（令和12年）80.0％

◆施策の展開

187,400

スポーツ
振興係

経常
スポーツ交流
フェスティバル
事業

町民がスポーツに親しみ、生涯に
わたり健康で充実した生活を営む
ことができるよう、スポーツ・レ
クリエーション活動の環境整備を
図り、町民相互の交流と健康づく
りを推進する。

施策２ 個性ある生涯スポーツの振興

◆目指す姿 気軽にスポーツに触れ、楽しめる環境が整っています。

◆成果指標 スポーツを楽しむ環境が整っていると思う町民の割合

維持

スポーツ
振興係

（１）スポーツ機会の提供

【成果指標②】学校開放利用者数　（令和元年）53,653人 ⇒（令和7年）56,320人

1,300 1,400 1,500

【成果指標①】スポーツ施設の利用者数　（令和元年）180,217人 ⇒（令和7年）189,200人

スポーツ
振興係

経常
ふるさとスポー
ツ祭事業

●スポーツ振興事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
事業の方向性

町民がスポーツに親しみ、生涯に
わたり健康で充実した生活を営む
ことができるよう、スポーツ・レ
クリエーション活動の環境整備を
図り、町民相互の交流と健康づく
りを推進するため、ふるさとス
ポーツ祭を開催し、町民の体力向
上を目指す。

町主催スポーツ
イベント参加人
数（人）

町主催スポーツ
イベント参加人
数（人）

600 700 800

経常
スポーツ推進委
員事業

町民に対する各種スポーツの指
導・助言や、スポーツを行う組織
の育成、さらにスポーツに関する
様々な事業に協力していただき、
生涯スポーツの振興を図る。

スポーツ活動団
体の登録者数
（人）

1,543 1,558 1,574

Ｒ５ Ｒ６

183,800 185,600

維持

維持

事業の方向性

維持

（２）スポーツ活動団体の育成・支援

【成果指標】スポーツ活動団体の登録者数　（令和元年）1,513人 ⇒（令和7年）1,590人

●スポーツ活動団体支援事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

スポーツ
振興係

重点
プロ野球2軍戦運
営事業

イースタンリーグ公式戦楽天イー
グルスの運営補助業務を実施し、
プロ野球の試合を身近で観戦いた
だくことや、子どもたちに夢と感
動を与えることにより、町民がス
ポーツを始めるきっかけとなるよ
う、スポーツ観戦を楽しめる機会
の充実及び本町スポーツの振興を
図る。

スポーツ施設の
利用者数（人）
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事業
内容

経常
総合体育館監視
カメラ機器賃貸
借事業

町民が安心して施設利用できるよ
うに、総合体育館メインアリーナ
に監視カメラ機器を設置し、安全
管理に努める。

スポーツ施設・
設備に関する苦
情件数（件）

16

社会体育施設等は、日頃より多くの町民の皆さまが利用されており、管理運営をより効果的・効率的に、また、多様化しているニーズへの
対応が必要とされるため、民間の能力・ノウハウを最大限に活用することで、町民へのサービスの向上に努めるとともに経費の節減等を図
ることを目的に指定管理者制度を導入する。
このことにより、今後更なる生涯スポーツ活動の普及・振興が促され、利府町全体の生涯スポーツ社会の発展につながる。

12

スポーツ
振興係

経常
沢乙北公園テニ
スコート人工芝
賃貸借事業

沢乙北公園テニスコート芝張替を
行い、良好な状態で利用できるよ
う維持管理に努める。

維持経常
社会教育事業費
補助事業

スポーツ推進委員の研修等の負担
金支払いや各団体に対し、活動補
助金を交付する。

スポーツ活動団
体の登録者数
（人）

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ６Ｒ４ Ｒ５

経常

スポーツ
振興係

スポーツ
振興係

1,558 1,574

経常
社会体育推進員
事業

地域住民へのスポーツ活動の必要
性を啓発することやスポーツイベ
ントの周知等を実施しスポーツ事
業の普及促進を図る。

町主催スポーツ
イベント参加人
数（人）

1,900 2,100 2,300

維持

スポーツ・文化
振興基金運用事
業

大会及び活動に対して、補助金等
の交付を行い、スポーツ活動の振
興に努める。

スポーツ活動団
体の登録者数
（人）

1,543 1,558 1,574

14 12

（３）スポーツ施設の適正な維持管理

【成果指標】スポーツ施設・設備に関する苦情件数　（令和元年）21件 ⇒（令和7年）10件

スポーツ施設・
設備に関する苦
情件数（件）

16 14 12

総合体育館備品
購入事業

総合体育館備品（バスケットゴー
ル等）の更新を行い、施設利用者
が安全にスポーツを楽しめるよう
施設の環境を整備する。

スポーツ施設・
設備に関する苦
情件数（件）

16 - -

経常

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

スポーツ
振興係

スポーツ
振興係

スポーツ
振興係

スポーツ
振興係

重点
体育施設等指定
管理事業（総合
体育館分）

令和４年度から体育施設等の管理
運営を指定管理者に移行し、多様
化しているニーズへの対応に民間
の能力・ノウハウを最大限に活用
することで、サービスの向上に努
めるとともに経費の節減等を図
る。

スポーツ施設・
設備に関する苦
情件数（件）

16 14

拡大

事業の方向性

維持

維持

維持

維持

●社会体育施設管理運営事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

事業の方向性

1,543
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スポーツ
振興係

重点
総合体育館長寿
命化事業

利府町体育施設長寿命化計画に基
づき、総合体育館の定期的な修繕
工事を実施し、突発的な事故等を
無くし、施設の長寿命化を図る。

スポーツ施設・
設備に関する苦
情件数（件）

16 - -

維持

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

●社会体育施設長寿命化事業

事業
内容

利府町体育施設長寿命化計画に基づき、総合体育館の定期的な修繕工事を実施し、突発的な事故等を無くすとともに施設の長寿命化を図
る。

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

スポーツ
振興係

経常
中央公園遊具撤
去等事業

経年劣化が著しい中央公園の遊具
を撤去し、整地する。

スポーツ施設・
設備に関する苦
情件数（件）

16 - -

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
事業の方向性

維持

事業の方向性

48



事業
内容

すべての住民が地域社会、家庭、学校、職場などあらゆる場で活躍できる、笑顔あふれるまちの実現のため、男女共同参画の推進を行う。
また、将来的に本町の各種委員会等で活躍する女性リーダーを育成する事業を実施する。

◆成果指標 男女共同参画や国際交流の環境が整っていると思う町民の割合

施策３ 男女共同参画・国際交流の推進

◆目指す姿

（１）男女共同参画の推進

【成果指標②】男女共同参画の取組が推進されていると思う町民の割合
　　　　　　　（令和2年）20.0％ ⇒（令和7年）30.0％

●男女共同参画推進事業

誰もが性別に関わらず活躍でき、また、国際交流が盛んに行われています。

上段：目標指標
下段：実績指標

経常
男女共同参画推
進事業

男女共同参画基本計画の推進事業
について、実施状況の評価を実施
する。また、実施状況等について
協議を行うため、男女共同参画町
民会議及び本部会議を開催する。

29

重点
地域女性リー
ダー育成事業

町内会や各種団体等のそれぞれの
場所で、リーダーシップを発揮で
きる次世代の女性リーダーの育成
を行う。

女性委員登用率
（％）

33 34 35

重点
男女共同参画計
画策定事業

政策係

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

（２）国際交流の推進

【成果指標】国際交流に関する取組のPR件数　（令和元年）10件 ⇒（令和7年）20件

●国際交流推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

事業
内容

国際化への意識啓発や国際理解教育を推進するため、国際交流活動の支援団体である利府町国際交流協会及び宮城県国際化協会と連携し、
地域における国際化の意識高揚と多文化共生への理解促進に努める。

経常
（再掲）
国際交流事業

利府町国際交流協会及び宮城県国
際化協会と連携し、地域における
国際化の意識の高揚と多文化共生
への理解促進に努める。

国際交流に関す
る取組のPR件数
（件）

14 16 18

男女共同参画の
取組が推進され
ていると思う町
民の割合（％）

25 27 29

すべての住民が地域社会、家庭、
学校、職場などあらゆる場で活躍
できる、笑顔あふれるまちの実現
のため、令和３年度に実施したア
ンケート調査の検証結果や国や県
の計画を勘案し、「第４次利府町
男女共同参画基本計画」を策定す
る。

男女共同参画の
取組が推進され
ていると思う町
民の割合（％）

25 27

現状値（令和2年）21.3％⇒中間値（令和7年）30.0％⇒目標値（令和12年）40.0％

◆施策の展開

観光係重点

（再掲）
地域おこし協力
隊推進事業（観
光プロモーショ
ン）

海外からのインバウンド拡大に向
け、YouTube配信等により本町の魅
力や情報発信に努める。

YouTube登録数
（利府さんぽ）
（人）

300 - -

維持

町民
協働係

事業の方向性

維持

拡大

維持

事業の方向性

町民
協働係

町民
協働係

維持

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

【成果指標①】審議会委員等の女性登用率　（令和2年）32.6％ ⇒（令和7年）36.0％

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
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【成果指標】まちづくり団体登録団体数　（令和2年）23団体 ⇒（令和7年）26団体

事業
内容

協働のまちづくりに向けた意識の醸成を図り、リーダーとなる新たな人材や団体の育成及び支援を行う。また、地方創生拠点tsumikiにお
いて、市民活動の活性化に向けたセミナーや相談、マッチング等の支援に取り組む。

事業の方向性

重点
まちづくり支援
事業

住民主体の地域づくりの推進を図
るため、地域文化の振興及び地域
活動に貢献している団体が活動に
要する経費について、補助金を交
付する。

まちづくり団体
登録数（団体）

28 29 30

町民
協働係

政策係経常
連携協定推進事
業

持続可能で魅力のあるまちづくり
に向けて、包括連携協定締結事業
者との連携事業を推進する。

1 3 5

連携協定事業数
（件）

持続可能な協働のまちづくり

施策１ 町民が主役のまちづくりの推進

◆目指す姿 町民の自主的なまちづくり活動が活発に行われています。

政策７

●市民活動支援事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

◆成果指標 自主的なまちづくり活動に参加している町民の割合

現状値（令和2年）20.4％⇒中間値（令和7年）30.0％⇒目標値（令和12年）40.0％

◆施策の展開

（１）市民活動、まちづくり活動の促進

重点

（再掲）
まち・ひと・し
ごと創造ステー
ション運営事業

地方創生拠点tsumikiにおいて、起
業・創業及び新商品開発等のほ
か、市民活動サポート、賑わいづ
くり、シビックプライドの醸成等
を図るための多様な企画を展開す
る。

tsumiki利用者の
自主企画件数
（件）

24 24 24

シティ
セールス

係

維持

見直し

事業の方向性

拡大

●連携協定推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

事業
内容

持続可能で魅力のあるまちづくりに向け、各企業・大学等との包括連携協定事業の推進により、福祉・観光・農林等のまちづくりに係る課
題の解決や地域活力の創出を目指す。

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

（２）多様なパートナーシップの推進

【成果指標】連携協定関連事業数　（平成30年）4件 ⇒（令和7年）5件
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町民
協働係

区分 推進事業名
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

町民
協働係

担当係

事業
内容

行政区長会議を開催し、各町内会の円滑な運営と連絡調整を図る。
また、地域住民一人ひとりが自治能力を高め、明るい生活が営めるようコミュニティの場を提供し、町民の連帯意識の高揚を図る。

（３）良好な地域コミュニティの形成支援

【成果指標】町内会活動に参加している町民の割合　（令和2年）55.6％ ⇒（令和7年）58.0％

●自治振興・コミュニティ形成事業

維持

維持

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

57 58

経常 自治振興事業
行政区長会議を開催し、町からの
様々な報告事項の伝達を行い、緊
密な連携を図る。

町内会活動に参
加している町民
の割合（％）

コミュニティの場を提供し、町民
の連帯意識の高揚を図る。

町内会活動に参
加している町民
の割合（％）

57

57

経常
地域活動交付金
事業

地域活動事業総合交付金を交付し
支援を行う。

町内会活動に参
加している町民
の割合（％）

57 57 58

町民
協働係

58

町民
協働係

57

経常
コミュニティセ
ンター管理事業

経常
集会所建設補助
金交付事業

地域住民の活動拠点、コミュニ
ティ活動の基盤となる地区集会所
の整備等に対し支援を行う。

交付団体数
（団体）

2 2 2

事業の方向性

維持

維持
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重点
行事・イベント
動画等アーカイ
ブ事業

利府町の取組や町の魅力を、より
一層町内外へ広報するため、行
事、イベントの様子を動画として
定期的に記録し、発信する。

公開した動画の
１本当たりの再
生数（回）

500 600 720

秘書
広報係

情報公開事業

公文書の開示請求に対し開示決定
等を行う。また、審査請求があっ
た場合、情報公開審査会を開催す
る。

開示決定等又は
開示請求に係る
不作為について
の審査請求
（件数）

町民の知る権利を保障し、町の諸活動を町民に説明する責務を全うし、公正で開かれた町政を推進するため、適正な情報公開に努める。ま
た、個人情報の適正な取扱いの確保及び個人の権利利益の侵害の防止を図り、個人の人格と尊厳の尊重に寄与するため、適正な個人情報保
護に努める。

維持

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

施策２ 行政情報の提供と戦略的なシティセールス

◆目指す姿 行政情報が積極的に提供され、町の魅力が広く発信されています。

◆成果指標 行政情報の発信に関して満足している町民の割合

推進事業名

【成果指標①】行政情報一斉配信サービス登録者数（全カテゴリ）　（令和2年）1,253人 ⇒（令和7年）
2,500人

総務係

秘書
広報係

0

経常
個人情報保護事
業

個人情報取扱事務登録簿を備える
とともに、個人情報の開示請求に
対し開示決定等を行う。また、審
査請求その他の諮問事項があった
場合、個人情報保護審査会を開催
する。

開示決定等、訂
正決定等、利用
停止決定等に対
する審査請求
（件数）

0 0 0

総務係

事業内容

事業
内容

広報りふの発行のほか、ホームページ、公式Facebook、公式Instagram、公式Twitterの更新など町の情報発信を積極的に行っている。

0

経常 広報・広聴事業
ホームページ、公式Facebook、公
式Instagram、公式Twitterを活用
し、魅力ある情報発信を図る。

公式Instagram登
録者（フォロ
ワー）数（人）

1,000 1,250 1,500

事業
内容

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

現状値（令和2年）60.9％⇒中間値（令和7年）65.0％⇒目標値（令和12年）70.0％

◆施策の展開

（１）広報活動の充実と適正な情報公開

【成果指標②】ホームページへのアクセス件数（月間）　（令和2年）26,557件 ⇒（令和7年）28,500件

●広報・広聴事業

区分

0

●情報公開・個人情報保護事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

経常

事業の方向性

拡大

維持

事業の方向性

維持
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（再掲）
オリジナル返礼
品拡大事業

全国的に人口減少・少子高齢化が激化する中において、総合計画で掲げた目標人口の達成を目指すとともに、さらにその先の市制移行を見
据えた移住・定住施策に取り組む。

事業
内容

将来的な移住・定住（定住人口）、観光振興（交流人口）の拡大につなげるため、ふるさと納税を活用したＰＲにより関係人口の拡大を図
る。

5 5

重点
移住支援金等助
成事業

移住世帯に100万円（単身60万円）
を支給する「移住支援金事業」に
より東京都からの移住を促進す
る。

移住支援金等に
よる移住件数
（件）

5

シティ
セールス

係

●町史編さん事業

区分 推進事業名

オリジナル返礼品として、観光事
業等と連携し、新幹線車両基地ツ
アーや利府町観光大使が本町を訪
れた際に観光大使自らが企画した
ツアー等を実施する。

オリジナル返礼
品ツアー等参加
者（人）

20 20 20

（２）戦略的なシティセールスの推進　＜重点戦略＞

【成果指標②】ふるさと納税件数　（令和元年）1,307件 ⇒（令和7年）2,000件

●移住・定住促進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

町史
編さん係

事業の方向性

維持

担当係
Ｒ４

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

Ｒ５ Ｒ６

3 3 3

シティ
セールス

係

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５

【成果指標①】利府町に住み続けたいと思う町内の高校生の割合　（令和2年）43.3％ ⇒（令和7年）
47.0％

重点
新町史編さん事
業

　新町史を発刊することにより、
町民の町への関心や愛着を高め、
行政情報の提供や町の魅力を発信
し、広報活動の充実と適正な情報
を発信する。

編さん終了まで
の事業指標とし
編さん終了後は
情報発信に関す
る町民満足度
（％）

40 70 100

経常 移住相談事業

「宮城まるごと移住フェア」に参
加し、移住希望者に対して、町の
魅力をプレゼンするほか、オンラ
インによる移住相談を常設で対応
する。

移住相談件数
（件）

5 5 5

シティ
セールス

係

町誌発刊後３５年が経過しその間、町は大型団地開発等により大きく発展してきた。また、新世紀・みやぎ国体をはじめビックイベントの
開催や東日本大震災からの復興などもあり町の歴史を記述し後世に伝えるため、新たな町史を編さんする。編さんにあたり、新町史は既刊
町誌への現代部分の追記を主とし、「歴史分野」と「現代分野」として編さんする。また、編さん委員会を設置し、学識経験者より編さん
内容の確認・検証をいただくとともに、編さん業務に精通した事業者に業務委託し、編集作業を推進する。

事業の方向性

維持

維持

拡大

事業の方向性

拡大

Ｒ６

シティ
セールス

係

●関係人口拡大事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

重点

経常
シティセールス
事業

ホームページやＳＮＳ、パンフ
レットでの情報発信を行うほか、
イベントに出店し、町のＰＲ活動
を行う。また、利府高校との連携
事業などにより、利府町への興
味・関心を高める。

シティセールス
取組件数（件）
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180

シティ
セールス

係

180

350,000

重点 ふるさとPR事業

新聞・ＷＥＢ広告に「ふるさと納
税返礼品」と「町の魅力」を一体
的に掲載するなど、戦略的かつ効
果的なＰＲを図る。

ふるさと応援寄
附金額（千円）

400,000 450,000

シティ
セールス

係

5

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

経常
（再掲）
観光情報ＰＲ事
業

ホームページやＳＮＳ、パンフ
レットでの情報発信を行うほか、
イベントに出店し、特産品を販売
するなど、観光ＰＲ活動を行う。

イベントへの
出店回数（回）

観光係

重点
ふるさと納税管
理事業

ポータルサイトへの返礼品の掲
載、寄附金採納、ワンストップ特
例申請受付業務を業務委託により
行う。また、町内事業者への周知
を図り、新規返礼品の出品・開発
を支援する。

返礼品数（件）

180

事業の方向性

拡大

拡大

維持

5 5
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施策３

事業
内容

町民の代表として町民の期待を背負う議員一人ひとりが、執行機関の監視、政策立案や政策提言等、議会及び議員活動に対する役割や果た
すべき責務を全うできるよう支援し、議会の活性化を図る。

◆目指す姿 町民サービスの向上と健全な行財政経営が図られています。

◆成果指標 町民サービスや行政運営について満足している町民の割合

議会事務事業
議員に研修の参加を促し、資質向
上及びスキルアップを行う。

議員研修参加率
（％）

90 90

議事係

担当係
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

区分

90

11

議事係

健全な自治体経営の推進

現状値（令和2年）50.3％⇒中間値（令和7年）55.0％⇒目標値（令和12年）60.0％

◆施策の展開

（１）時代やニーズに対応した町民サービスの向上

【成果指標②】人材育成によりモチベーションが向上したと思う職員の割合
　　　　　　　（令和2年）－ ⇒（令和7年）60.0％

●議会運営推進事業

維持

推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

タブレット型端末を導入し、会議
システムを活用するなど、議会ICT
化を推進する。

データ化して配
布した資料の割
合（％）

50 100 100

議事係

経常
議会広報発行事
業

町政を資す一般質問や議案審議等
を町民へ伝達し、委員会を含めた
議会活動を広く紹介する。

議員の一般質問
者数
（平均質問者
数）

9 10

文書管理事業
文書管理の総括を行うとともに、
役場全体の文書等の発送・受取を
行う。

文書管理に関す
る研修会アン
ケートにおける
理解度（「おお
むね理解した」
以上の割合）
（％）

80 80 80

●法令審査・文書管理事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

【成果指標①】窓口対応に関する満足度　（令和2年）91.1％ ⇒（令和7年）95.0％

80

事業
内容

法令審査・文書管理事務の適正な執行に努める。
また、条例・規則等の制定・改廃時における審査及び指導を行い、適正な行政運営を図る。

総務係

重点
利府町議会ICT推
進事業

担当係
Ｒ４ Ｒ５

経常 法令審査事業
例規サポートシステムデータ更
新・例規集加除登録、例規法令シ
ステムの賃借を行う。

法制執務・例規
法令システム操
作研修会アン
ケートにおける
理解度（「おお
むね理解した」
以上の割合）
（％）

80 80

経常

Ｒ６

総務係経常

事業の方向性

維持

拡大

事業の方向性

維持

維持
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事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

- -

事業
内容

町勢の振興の功績のあった方々を表彰するとともに、国・県から表彰を受けた方々の功績を讃え、町長・副町長の日程調整等の秘書業務を
行う。

事業
内容

地方公務員法第３９条で、「職員には、研修を受ける機会が与えられなければならいない」と規定され、また、利府町人材育成基本方針
で、職員研修を通じて、各職務階層で必要とされる能力を身につけるための人材育成を図り、町民の皆様一人ひとりの夢と希望を叶えられ
る持続可能な町を目指し、職員研修を行う。

重点
文書管理システ
ム改修事業

区分 推進事業名

現在運用している文書管理システ
ムを改修し、パソコン上で決裁処
理ができるようにするものであ
り、当分の間、紙ベースの決裁も
併用できるものとする。

起案・収受にお
ける電子決裁の
使用割合（％）

- 40 50

人事係

経常 福利厚生事業

労働安全衛生法及び地方公務員法
で、事業者の責務として健康管理
対策が義務付けられていることか
ら、職員の福利厚生事業の一環と
し、健康診断（人間ドック）及び
脳検診を実施する。なお、脳検診
は、法定項目には含まれていない
が、福利厚生の一環として、４０
歳以上の希望職員に対し実施す
る。

-

- - -

人事係

経常 職員研修事業

●人事・職員研修事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

内部研修及び外部研修を通じて、
各職務階層で必要とされる能力を
身につけるための人材育成を図
る。

人材育成により
モチベーション
が向上したと思
う職員の割合
（％）

40 45 50

人事係

●秘書事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

経常
メンタルヘルス
対策事業

平成２６年６月の労働安全衛生法
の改正により、年１回のストレス
チェックの実施が義務付けられて
おり、本人の気づきと、検査結果
の集団分析により職場環境の改善
につなげることを目的に実施す
る。

-

-

事業の方向性

秘書
広報係

経常 秘書事業

町長、副町長の日程調整等の秘書
業務を行い、適正かつ円滑な事務
執行に努める。また、新春に当た
り町の関係団体の方々等が一堂に
会する共同年賀の場として賀詞交
歓会開催し、関係機関との意見交
換等を行う。

-

- - -

秘書
広報係

経常
儀式・褒章・表
彰事業

功労者表彰式を行うなど、叙勲等
を受章された方へその栄誉を讃え
記念品を贈呈する。

-

- - -

維持

総務係

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

維持

維持

維持
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Ｒ５ Ｒ６

管財
契約係

事業
内容

-

庁舎の適正な維持管理に努める。 -経常 庁舎管理事業

管財
契約係

●公共施設等管理事業

庁舎及び公用車の適正な維持管理と保全に努める。

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

経常
公有自動車管理
事業

購入車両の経年劣化による減車を
行い、リース車両への切り替えに
より公用車の管理に係る職員の事
務負担の軽減や費用の平準化を図
り、適正な管理を図る。

リース自動車台
数（台）

41 41

事業
内容

窓口事務の効率化と住民サービスの向上及び戸籍情報のセキュリティ強化を図るため、戸籍総合情報システムを賃貸借する。

事業
内容

45

-

戸籍
住民係

重点
戸籍総合システ
ムクラウド化事
業

窓口事務の効率化や住民サービス
の向上、戸籍情報のセキュリティ
強化のため、戸籍総合システムの
クラウドを構築する。

窓口対応に関す
る満足度（％）

92 93 94

●戸籍・住民基本台帳等事務事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

●マイナンバー推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

経常
社会保障・税番
号制度事業

マイナンバーカード交付及びコン
ビニ交付サービスを実施し、住民
の利便性を図る。

マイナンバー
カード交付率
（％）

マイナン
バー係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

社会保障・税番号制度に基づき、マイナンバーカード交付の事務処理を正確かつ迅速に執行するとともに、マイナンバーカードの普及促進
を図る。

事業の方向性

重点
コンビニ交付シ
ステムクラウド
化事業

クラウド型へ移行することによ
り、保守作業等を遠隔操作で実施
できる等の効率化を図り、また、
長期的なコスト削減につながるこ
とから環境の整備を行う。

マイナンバー
カード交付率
（％）

100 100 100

マイナン
バー係

100 100 100

拡大

維持

事業の方向性

維持

維持

事業の方向性

維持

-
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会計係

事業の方向性

維持

経常 会計事務事業

関係法令に基づき適正な出納事務
を処理するため研修会の開催や返
却シートによる指示・指導を行
う。

支出命令書の修
正・指導件数割
合（％）

3 3 3

関係法令に基づき適正な検査、指
導を行う。

工事成績評定点
数７５点以上の
工事件数割合
（％）

70 72

事業
内容

公正で合理的かつ能率的な町の行政運営確保のため、違法、不当の指摘はもとより、指導に重点を置いて監査・検査を実施し、もって町行
財政の適法性、効率性、有用性の増進に努める。

検査
指導係

選挙係

●選挙管理事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

事業
内容

選挙の投票率を向上させるため、小中学生及び新有権者に向けた各種啓発事業を実施するとともに、現有権者の投票率及び利便性の向上の
ため、期日前投票所を増設する。

Ｒ４

事業
内容

適正な工事施工等が行われているか関係法令に基づき検査業務を行う。

経常 検査事務事業

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

選挙係

経常
若年層への選挙
啓発事業

新有権者に対して、啓発物（筆ペ
ン）を成人式の際に配布し啓発活
動を実施する。また、選挙の都
度、初めて投票する有権者を対象
に、啓発ハガキを送付するととも
に、若年層への情報発信に効果的
なSNSでの啓発を実施する。

若年層（18歳～
29歳）の投票率
の向上（若年層
の投票者数/若年
層の有権者数）
（ポイント）

前回比+3 前回比+3 前回比+3

維持

監査係

●検査事務事業

区分 推進事業名 事業内容

経常
小中学生への選
挙啓発事業

小中学生の夏休みの課題として、
選挙に関するポスターと標語を募
集する。また、小中学生向け出前
講座を実施する。

担当係

75

Ｒ６

33 33 33

事業の方向性

維持

●会計事務事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

公金の適正な管理及び安全、効率的な運用を行うとともに歳計現金・歳入歳出外現金等における出納事務を関係法令に基づき処理を行う。

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

Ｒ５ Ｒ６

●監査事務事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

Ｒ５

応募数（開催
数）（点）

10、
120、1

15、
140、2

20、
160、3

監査委員の権限
に基づいた監査
等（日）

経常 監査事務事業

年間監査計画や、年間日程表、各
監査等における実施計画書を作成
したほか、監査委員及び監査対象
との日程等を調整し、監査等を効
率的に行う。
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事業
内容

各種統計調査に応じて、社会・経済の実態を把握し、国や地方公共団体が適切に施策を立案・実施するための基礎資料を得る。

2

70 70

政策係

事業の方向性

維持

●統計調査事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

重点
期日前投票所増
設事業

これまで1か所であった期日前投票
所について、新たにイオンモール
新利府南館に増設設置する。
期日前投票所を増設することによ
り、投票の利便性が向上し、投票
率の向上が見込める。

事業の方向性

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

3 4

政策係経常 企画調整事業

近隣市町村との広域的な連携調整
を図り、継続的に国や県に要望活
動等を行うとともに、自治体単独
では解決困難な課題に取り組む。

広域連携事業
（件）

情報
統計係

Ｒ５ Ｒ６

経常 統計調査事業
統計調査員を活用して、国や地方
公共団体の各種統計調査を実施す
る。

窓口対応に関す
る満足度（％）

93 94 95

前回同選挙の全
国（地方選挙の
場合は県又は
町）平均値との
差+2ポイント

全国平均
値+6.64

（県議）
全国平均
値-2.59
（町議）
前回平均
-1.49

-

選挙係

政策係

重点
十符の里プラザ
跡地利活用推進
事業

十符の里プラザ跡地の利活用につ
いて、町民から広く意見や提案を
求め、駅前の活性化に寄与する施
設を整備する。

施設が駅前の活
性化に寄与して
いると考える町
民の割合（％）

60

拡大

重点
総合計画分析評
価事業

利府町総合計画（2021-2030）に掲
げる、各施策の目標値をアンケー
ト調査により達成度を正確に捉
え、的確な分析・評価を行う。

総合計画に掲げ
る各指標の達成
率(％)

●企画・政策調整事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

事業
内容

総合計画に掲げる将来像の具現化に向け、庁議、戦略会議、課長会議等を定期的に開催するとともに、実施計画について方針を示したうえ
で実施計画書を作成する。
また、近隣市町村との広域的な連携調整を図り要望活動等の各事業を展開し、持続的な発展を目指す。

維持

事業の方向性

維持

維持

85 90 95
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総合情報化事業
国による自治体ＤＸ推進計画に応
じた重点取組事項等の施策を推進
する。

業務変革の意識
を持っている職
員の割合（％）

30 40 50

（２）効率的な行政運営の推進

【成果指標②】指定管理者制度を活用した施設数　（令和2年）5施設 ⇒（令和7年）7施設

●情報（ＩＣＴ）推進事業

区分 推進事業名 事業内容

（３）健全な財政経営と行政改革の推進

【成果指標②】将来負担比率　（令和2年）33.6％ ⇒（令和7年）30.0％

●財政経営推進事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

経常

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５

事業
内容

-

事業の方向性

総合計画の実現を目指し、限られた資源（人、物、金）を最大限活用し、効率的な行財政運営を行い、住民サービスの向上を図る。
事業
内容

重点
テレワーク環境
整備事業

新型コロナウイルス感染症対策等
を目的として、在宅勤務やサテラ
イトオフィスが可能な環境の整備
を図る。

テレワーク接続
台数（台）

10 10 10

事業
内容

各種事務効率を向上させるため、安全性と信頼性を備えた総合情報システムの管理運用を図るとともに、情報通信技術を活用した行政サ－
ビスの一層の向上と、電子申請ツールの導入、デジタル技術やＡＩ等を活用した行政オンライン化の推進を図る。

【成果指標①】行政改革の意識を持っている職員の割合　（令和2年）－ ⇒（令和7年）60.0％

【成果指標①】実質公債費比率　（令和元年）8.2％ ⇒（令和7年）8.1％

情報
統計係

重点
庁内無線LANネッ
トワーク構築事
業

庁内ネットワークを無線ＬＡＮ対
応し、人事異動や組織改編時の作
業費用及び作業量の削減、ペー
パーレスやフリーアドレスなど、
利便性の向上と汎用性の高い無線
ＬＡＮ環境の整備を図る。

無線ＬＡＮ整備
率（％）

100

Ｒ６

-

Ｒ６

経常
財務書類分析等
支援事業

国の統一的な基準に基づく財務書
類を作成し、わかりやすい財務情
報の公開、適切な資産管理や行政
評価、予算編成に活用するなど、
財務マネジメントの強化を図る。

わかりやすい財
務諸表を作成し
公表する（回）

1 1 1

Ｒ４ Ｒ５

経常 行政改革事業

事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

財政係

行政
改革係

●行政改革推進事業

区分 推進事業名

維持

情報
統計係

拡大

情報
統計係

行政改革推進委員会を年１回開催
し、改革の進捗について意見等を
伺いながら着実な推進を図る。

行政改革推進委
員会の開催回数
（回）

維持

事業の方向性

維持

事業の方向性

維持

1 1 1

計画的な財政運営と持続可能な行政経営を確立するため、各種法令を遵守し、財政の健全化を図るとともに、総合計画や実施計画に定める
施策の実施に向けた適正な事務執行を行う。

60



事業
内容

　町税の課税客体の適正な把握に努め、正確な課税資料の収集と課税台帳の整備を行い、適正かつ公平な税務行政を推進する。

経常 財政係

総合計画の実現に向けた施策の推
進に向け、持続可能な財政基盤を
確立するため、財政的視点から検
証・支援を行う。

-

-

決算推移・分
析・シュミレー
ション事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４

-

●収納対策事業

区分 推進事業名 事業内容

町民税係

経常
過誤納付金還付
業務（町民税）

町民税に係る課税業務の過程で発
生する過誤納付税額の還付を行
う。

-

- - -

町民税係

経常 町民税課税業務
適正かつ公平な町民税課税業務を
推進する。

1,094 547 547

資産税係

各納付方法のう
ち口座振替利用
者の割合（％）

12 12 13

Ｒ６

自主財源の確保のため、納期内納付の周知を図るとともに、口座振替やコンビニ収納による自主納付を推進する等、納税環境の整備により
納税意識の高揚を図る。

資産税係

●町民諸税・固定資産税等事務事業

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

重点
固定資産税・シ
ステム登記済通
知書連携事業

法務局から紙媒体で提供されてい
る土地家屋の異動等の情報（登記
済通知書）についてデータで受領
し、当該データを町のシステム
（TASK）へ取り込むことにより、
人為的ミスの消滅及び事務の効率
化を図る。

登記済通知書の
データ入力・入
力結果の確認時
間（時間）

Ｒ５

事業
内容

-

-

- - -

事業の方向性

維持

維持

経常

過誤納付金還付
業務（固定資産
税・軽自動車
税）

固定資産税及び軽自動車税に係る
課税業務の過程で発生する過誤納
付税額の還付を行う。

-

- - -

資産税係

- -

収納
整理係

経常 資産税課税業務
適正かつ公平な資産税課税業務を
推進する。

-

指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標

経常 収納整理業務

自主財源の確保のため、納期内納
付の周知を図るとともに、口座振
替による自主納付を推進する等、
納税環境の整備により納税意識の
高揚を図る。

担当係

Ｒ５ Ｒ６
事業の方向性

維持

-

維持

維持

維持

事業の方向性

維持

Ｒ４
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収納
整理係

21

収納
整理係

重点
オンライン預金
照会事業

オンラインによる預金照会によ
り、業務の迅速化・効率化・事務
負担の軽減を図り、また、綿密な
財産調査を実施し、滞納整理業務
の推進を図る。

差押(口座凍結)
件数（件）

30 35 35

収納
整理係

経常
コンビニ収納業
務

自主財源の確保のため、納期内納
付の周知を図るとともに、コンビ
ニ収納やスマホ決済アプリの利用
納付等、納税環境の整備により利
便性を高め、納税意識の高揚を図
る。

経常 滞納整理業務

町税及び各種保険料の未済額の縮
減のため、効果的・効率的な滞納
整理を実施し、収納率向上に努め
る。換価しやすい預金・給与照会
等の財産調査を徹底し、催告書送
付を有効活用した上で、滞納処分
（差押）を実施し、滞納額縮減に
繋げる。

収納率（％）

三税31
国保25

介護・後
期31

三税31
国保25

介護・後
期31

三税31
国保25
介護・後
期31

各納付方法のう
ちコンビニ等納
付利用者の割合
（％）

21 21

区分 推進事業名 事業内容
指標内容
（単位）

上段：目標指標
下段：実績指標 担当係

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

維持

維持

事業の方向性

維持
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令和４年度実施計画書

（事業実施評価書）

（令和４年度～令和６年度）

令和４年３月策定

利府町 企画部 秘書政策課 政策係・行政改革係

〒９８１－０１１２ 利府町利府字新並松４番地

ＴＥＬ：０２２－７６７－２１１５

ＦＡＸ：０２２－７６７－２１０１

Ｈ Ｐ ：https://www.town.rifu.miyagi.jp




